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主な内容
川西ダリヤ園開園式 P2

平成27年国勢調査
P３偉人を顕彰する講演会
P１4

マイナンバー関連 P１5

川西ダリヤ園開園！
８月１日、真夏の太陽が照りつける中、川西ダリヤ園開園式が盛大に行われまし
た。11月3日までの間、鮮やかなダリアと従業員の笑顔が来場者を迎えます。

かわにしかわにし



　
８
月
１
日
、
川
西
ダ
リ
ヤ
園
の

開
園
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
東
京
都
町
田
市
の
髙
橋
豊
副

市
長
を
は
じ
め
、
各
地
よ
り
約

１
２
０
名
の
方
に
出
席
い
た
だ
き
、

盛
大
な
式
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
、
小
松
豊
年
獅
子
踊
の
演
舞
が

行
わ
れ
、
来
場
者
に
は
、
置
賜
農

業
高
校
園
芸
福
祉
課
の
生
徒
か
ら

ミ
ニ
ダ
リ
ア
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
連
日
の
猛
暑
の
た
め
、

開
花
状
況
は
ま
だ
３
割
程
度
で
す

✿
イ
ベ
ン
ト
情
報

ダ
リ
ア
新
品
種
命
名

■ 

期
間　
８
月
22
日
㈯
～

　
　
　
　 

９
月
25
日
㈮

■ 

内
容　

町
で
生
ま
れ
た
４
品 

　 

種
の
希
少
な
ダ
リ
ア
に
名
前

　 

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ガ
ー
デ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

投
票

■ 

期
間　
８
月
22
日
㈯
～

　
　
　
　
９
月
25
日
㈮

■ 
内
容　

愛
好
家
が
丹
精
込
め

　 
て
育
て
た
ダ
リ
ア
や
花
々
の

　 
ガ
ー
デ
ン
で
最
も
美
し
い
花

　 

壇
に
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

問
国
際
ダ
リ
ア
サ
ミ
ッ
ト
in
か
わ
に
し
実
行
委
員
会
事
務
局
　
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
☎
42

－

６
６
４
５

ダ
リ
ア
は
美
し
い
！
ダ
リ
ア
は
華
や
か
！

ダ
リ
ア
を
楽
し
も
う
！

✿
国
際
ダ
リ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

■ 

日
時
・
会
場
　
９
月
25
日
㈮

　 

午
後
３
時
～
　

　 

浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か

■ 

内
　
　
　
容

①
園
芸
家
・
奥
峰
子
氏
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

　
趣
味
の
園
芸
講
師
）
の
講
演
会

②
秋
田
国
際
ダ
リ
ア
園
、
東
京
町

　
田
ダ
リ
ア
園
、
福
島
塙
ダ
リ
ア

　
園
な
ど
の
国
内
各
地
の
ダ
リ
ア

　
園
や
、
ブ
ラ
ジ
ル
ス
ザ
ノ
ダ
リ

　
ア
園
が
、
ダ
リ
ア
園
自
慢
を
発

　
表
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
会

■ 

参
加
方
法
　
事
前
申
し
込
み

　 

が
必
要
で
す
。
事
務
局
ま
で

　 

（
資
料
代
５
０
０
円
）

✿
ダ
リ
ア
の
花
い
け
バ
ト
ル

✿
華
道
家
・
假
屋
崎
省
吾

　
ト
ー
ク
＆
ア
レ
ン
ジ
シ
ョ
ー

■ 

日
時
・
会
場
　
９
月
26
日
㈯

　
午
後
２
時
～
　

　
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ

■ 

内
　
　
　
容
　

①
ダ
リ
ア
の
美
し
さ
を
５
分
間
で

　
表
現
。
勝
ち
上
が
り
方
式
の
い

　
け
ば
な
ス
ピ
ー
ド
バ
ト
ル
を
県

　
内
初
披
露
！

②
假
屋
崎
省
吾
氏
に
よ
る
「
ト
ー

　
ク
＆
ア
レ
ン
ジ
シ
ョ
ー
」。
ダ

　
リ
ア
の
魅
力
・
世
界
観
を
余
す

　
こ
と
な
く
満
喫
く
だ
さ
い
。
假

　
屋
崎
氏
の
グ
ッ
ツ
販
売
や
サ
イ

　
ン
会
も
開
催
！

■ 

入
　
場
　
料

　
お
ひ
と
り
２
，０
０
０
円（
セ
ッ

　
ト
券 

假
屋
崎
氏
絶
賛
！
ダ
リ

　
ア
の
ブ
ロ
ー
チ
付
）

※
チ
ケ
ッ
ト
は
８
月
17
日
㈪
か
ら

実
行
委
員
会
事
務
局
（
町
産
業
振

興
課
内
）、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ

ザ
（
☎
46

－

３
３
１
１
）、チ
ケ
ッ

ト
Ｙ
Ｂ
Ｃ
（
☎
０
２
３

－

６
３
４

－

８
６
０
０
）
で
販
売
し
ま
す
。

✿
日
本
一
の
川
西
ダ
リ
ヤ
園
が
開
園
し
ま
し
た
！

▲平成 26 年度命名品種
　「ベイビー・ピンク」

川
西
町
誕
生
60
周
年
記
意
念
事
業

国
際
ダ
リ
ア
サ
ミ
ッ
ト
in
か
わ
に
し

が
、
９
月
中
旬
以
降
に
は
、「
め

ぐ
り
会
い
」
や
「
大
恋
愛
」
な
ど

の
恋
愛
シ
リ
ー
ズ
を
は
じ
め
と
す

る
特
設
コ
ー
ナ
ー
や
、
５
月
27
日

に
小
松
保
育
所
の
園
児
た
ち
が
植

え
た
ダ
リ
ア
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、

６
５
０
品
種
、
10
万
本
の
ダ
リ
ア

が
咲
き
誇
り
、
来
場
者
の
皆
さ
ま

を
迎
え
ま
す
。

　
11
月
３
日
㈬
ま
で
の
95
日
間
、

園
一
面
を
彩
る
、
個
性
あ
ふ
れ
る

色
や
形
の
ダ
リ
ア
を
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▲平成 26 年度最優秀花壇賞
　置賜農業高等学校

町報かわにし　2平成２７年８月１５日

偉
人
の
「
縁

え
に
し
」
を
ひ
も
解
き
、
顕
彰
す
る
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
本
間
喜
一
先
生
を
顕
彰
す
る
講
演
会
～

  

偉
人
の
縁
え
に
し
が
結
ん
だ
締
結

　
７
月
26
日
、
川
西
町
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
、「
本
間
喜
一
先
生

を
顕
彰
す
る
講
演
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
こ
の
講
演
会
は
、
本
町
出
身
で
あ

り
、
愛
知
大
学
の
創
設
に
中
心
的
に

携
わ
っ
た
　
故
・
本
間
喜
一
先
生
を

縁
に
、
本
町
と
愛
知
大
学
（
愛
知
県

豊
橋
市
）
と
で
昨
年
「
連
携
・
協
力

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
た
の
を

記
念
に
、
今
年
で
２
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　
町
と
し
て
も
、
今
一
番
大
切
な

の
は
人
材
育
成
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
い
か
に

教
育
機
関
を
大
切
に
し
、
連
携
し

て
い
く
か
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
そ
の
た
め
、
愛
知
大
学
と
の

連
携
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
重

要
だ
と
と
ら
え
て
お
り
、
こ
の
講

演
会
も
長
く
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
２
回
目
を
迎
え
た
今
回
の
講
師

に
は
、
本
町
出
身
で
、
現
国
立
国

会
図
書
館
長
の
大
滝
則
忠
氏
と
、

南
陽
市
出
身
の
愛
知
大
学
文
学
部

准
教
授
の
加
島
大
輔
氏
を
お
招
き

し
、
偉
人
に
ま
つ
わ
る
話
を
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
愛
知
大
学
の
佐
藤
学
長

を
は
じ
め
、
愛
知
大
学
よ
り
多
数
ご

出
席
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
町
内
外
か

ら
約
１
３
０
名
が
参
加
し
、
講
師
の

方
々
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

地
域
に
根
差
し
な
が
ら
グ
ロ
ー
バ

ル
に
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
が
愛
知
大
学
の
役
割
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
愛
知
大
学
は
愛
知
県
に
あ
る
か

ら
愛
知
大
学
な
の
で
は
な
く
、「
知

を
愛
す
る
大
学
」
と
い
う
意
味
で

命
名
さ
れ
た
こ
と
を
多
く
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

  

「
知
を
愛
す
る
大
学
」

　
～
愛
知
大
学
長
　
佐
藤
元
彦
氏
～

　
愛
知
大
学
の
設
立
趣
意
書
を
見

返
す
と
、
愛
知
大
学
は
、
地
域
社

会
に
貢
献
す
る
大
学
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
国
際
的
教
養
と
視
野
を
も

つ
人
材
の
育
成
も
愛
知
大
学
の
持

つ
重
要
な
意
義
と
使
命
だ
と
も
記

載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、

 

回
想
の
中
の
本
間
喜
一
先
生

　～
人
の
縁
を
め
ぐ
っ
て
～

　
国
立
国
会
図
書
館
長
　

　
　
　
　
　
　
　
　
大
滝
　
則
忠
氏

　
あ
る
時
、
本
間
先
生
は
そ
ん
ぴ

ん
だ
っ
た
か
ど
う
か
が
気
に
な
っ

て
娘
さ
ん
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
確

か
に
頑
固
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

先
生
本
人
も
自
身
を
頑
固
だ
と

思
っ
て
い
た
。

　
損
得
を
考
え
ず
に
頑
固
に
な
る

の
は
そ
ん
ぴ
ん
だ
が
、先
生
は「
一

徹
で
忍
耐
強
く
批
判
精
神
が
旺
盛

だ
が
、
一
方
で
童
心
を
持
ち
続
け

る
純
情
派
」
と
い
う
そ
ん
ぴ
ん
精

神
を
も
っ
た
、
一
徹
な
方
で
あ
っ

た
と
思
っ
て
い
る
。

  

教
育
県
山
形
の
系
譜

　～
日
本
を
リ
ー
ド
し
た
教
育
者
、

　
　そ
し
て
本
間
家
～

　
愛
知
大
学
文
学
部
人
文
社
会
学
科

　
　
　
　
准
教
授
　
加
島
　
大
輔
氏

　
本
大
学
は
、
東
海
地
区
で
先
駆
け

て
小
学
校
な
ど
で
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、「
理
論
と
実
践
を
つ
な

ぐ
」
こ
と
で
、
ま
さ
し
く
本
間
先
生

か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。

▲故・本間喜一先生

▲愛知大学の佐藤学長にも
　ご挨拶を頂戴しました。

▲国立国会図書館　大滝館長

▲愛知大学　加島准教授

3　町報かわにし 平成２７年８月１５日



有
事
に
備
え
、
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
を
８
カ
所
増
設

同
報
系
防
災
行
政
無
線
を
再
整
備
し
ま
す
！

　
本
町
で
は
、
現
在
火
災
や
水
害
等
有
事
の

際
に
情
報
を
伝
達
す
る
手
段
と
し
て
、「
消

防
団
緊
急
伝
達
シ
ス
テ
ム
」
を
利
用
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
消
防
ア
ナ
ロ
グ
波
無

線
を
使
用
し
て
お
り
、
親
局
が
設
置
さ
れ
た

消
防
署
の
操
作
に
よ
り
、
町
内
12
カ
所
に
設

置
さ
れ
た
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
サ
イ
レ
ン

や
放
送
を
流
す
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
電
波
法
上
、
消
防
ア
ナ
ロ
グ
波
の
使
用
が

平
成
28
年
５
月
末
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
そ

れ
以
降
同
シ
ス
テ
ム
が
利
用
で
き
な
く
な
る

こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
度
中
に
新
た
に
市
町

村
デ
ジ
タ
ル
波
を
使
用
し
た
「
同
報
系
防
災

行
政
無
線
」
と
し
て
再
整
備
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
消
防
波
使
用
の
た
め
、
主
に

火
災
、
水
害
、
雪
害
等
に
か
か
る
情
報
の
伝

達
が
中
心
で
し
た
が
、
本
整
備
に
よ
り
、
住

民
生
活
の
安
心
・
安
全
に
か
か
る
幅
広
い
情

報
発
信
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

再
整
備
に
よ
り
変
わ
る
点

【
地
域
・
住
民
の
方
は
・
・
・
】

　
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
放
送
が
鳴
っ
た
も
の
の
、

聞
き
漏
ら
し
た
場
合
は
、
指
定
す
る
電
話
番

号
（
今
後
決
定
）
に
電
話
す
る
と
、
自
動
応

答
に
よ
り
放
送
内
容
が
確
認
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
子
局
毎
に
支
柱
に
付
属
し
た
Ｂ
Ｏ
Ｘ
内
の

ボ
タ
ン
で
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
こ
と
が
で
き

る
ほ
か
、
マ
イ
ク
で
広
報
で
き
ま
す
。
各
地

区
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
加
え
て
、
役
場
と
通

信
可
能
な
無
線
電
話
が
設
置
さ
れ
る
ほ
か
、

モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
こ
と
が
可
能

【
役
場
・
消
防
署
で
は
・
・
・
】

　
親
局
は
役
場
内
に
設
置
し
、
役
場
で
の
操

作
が
基
本
と
な
り
ま
す
が
、
消
防
署
に
も
遠

隔
操
作
卓
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で

消
防
署
が
行
っ
て
き
た
従
来
の
サ
イ
レ
ン
や

放
送
伝
達
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
全
子
局
に
ア
ン
サ
ー
バ
ッ
ク
機
能
を
持
た

せ
る
こ
と
で
、
各
子
局
が
通
信
可
能
か
ど
う

か
役
場
の
操
作
卓
で
常
に
監
視
で
き
ま
す
。

　
役
場
の
親
局
操
作
で
、
１
局
だ
け
放
送
し

た
り
、
○
○
地
区
内
局
だ
け
放
送
し
た
り
、

20
局
一
斉
に
放
送
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

で
す
。

　
下
記
の
と
お
り
、
子
局
の
増
設
に
よ
り
、

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
が
12
カ
所
か
ら
20
カ
所
と

な
り
、
こ
れ
ま
で
よ
り
放
送
が
聞
こ
え
る
エ

リ
ア
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

町報かわにし　4平成２７年８月１５日

番号 場所

１ 川西町消防署（親局）

２ 大塚地区交流センター

３ 原の前ポンプ庫

４ 犬川地区交流センター

５ 中郡地区交流センター

６ 鹿小屋ポンプ庫

７ 南向ポンプ庫

８ 玉庭地区交流センター

９ 御伊勢町ポンプ庫

１０ 東沢小学校

１１ 吉島地区交流センター

１２ 尾長島西ポンプ庫

番号 場所 備考

１ 川西町消防署

２ 置賜公園 新設

３ 東陽寺前町営住宅 新設

４ 大塚地区交流センター

５ 原の前ポンプ庫

６ 東他屋公民館 新設

７ 犬川地区交流センター

８ 総合コロニー希望が丘 新設

９ 中郡地区交流センター

10 鹿小屋ポンプ庫

11 南向ポンプ庫

12 東一多目的研修センター 新設

13 玉庭地区交流センター

14 御伊勢町ポンプ庫

15 朴沢公民館（兼再送信子局） 新設

16 東沢活性化センター 小学校
から移設

17 柳沢公民館 新設

18 吉島地区交流センター

19 尾長島西ポンプ庫

20 中町公民館 新設

再
整
備
の
工
期
な
ど

　
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
及
び
支
柱
を
設
置
す
る

た
め
、
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
順
次
基
礎
工

事
を
行
い
、
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
支
柱

設
置
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。
そ
の
他
親
局

の
機
器
整
備
等
を
含
め
て
２
月
末
ま
で
に
全

工
事
終
了
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
工
事
で
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
場
合
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
今
後
、
年
度
内
に
こ
の
防
災
行
政
無
線
の

活
用
範
囲
や
、
各
地
区
で
使
用
す
る
際
の

ル
ー
ル
な
ど
具
体
的
な
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

定
め
、
試
験
放
送
等
を
踏
ま
え
て
、
平
成
28

年
４
月
か
ら
新
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
し

ま
す
。

●現在の子局
　（屋外スピーカー数：１２）
　親局：　１局（川西町消防署）
　子局：１１局　

●再整備後の子局
　（屋外スピーカー数：２０）　　
　親局：　１局（役場）
　子局：２０局　　

問
町
総
務
課 

危
機
管
理
グ
ル
ー
プ
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今
年
の
川
西
町
総
合
防
災
訓
練
は
、
小
松
小
学
校
を
主

会
場
と
し
て
、
小
松
地
区
自
主
防
災
会
や
町
消
防
団
等
各

種
団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
訓
練
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
、
東
日
本
大
震
災
の

よ
う
な
災
害
に
あ
っ
た
と
き
に
、「
ど
の
よ
う
に
行
動
し

た
ら
よ
い
か
」
を
考
え
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
行
う
も
の
で
す
。

　
地
震
体
験
や
煙
体
験
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

の
体
験
も
で
き
ま
す
。
地
区
外
の
方
も
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ

い
。

※
駐
車
場
は
、
役
場
前
駐
車
場
、
中
央
公
民
館
前
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 総

合
防
災
訓
練
に
参
加
く
だ
さ
い

８
30
日震

度
６
強
の
大
地
震
を
想
定

●
災
害
状
況
（
想
定
）

　
平
成
27
年
８
月
30
日
午
前
８
時
、
長な

が
い
ぼ
ん
ち
せ
い
え
ん
だ
ん
そ
う
た
い

井
盆
地
西
縁
断
層
帯
を
震
源

地
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．
７
（
震
度
６
強
）
と
推
定
さ
れ
る

大
規
模
地
震
の
発
生
を
想
定
し
て
訓
練
を
行
い
ま
す
。

●
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
８
月
30
日
㈰
　
午
前
８
時
…
…
…
災
害
発
生
（
震
度
６
強
の
地
震
）

　
　
　
　
　
　  

午
前
９
時
15
分
…
現
地
対
策
本
部
設
置
（
小
松
小
学
校
）

　
　
　
　
　
　  

正
午
…
…
…
…
…
終
了
予
定

《
各
種
訓
練
等
》

避
難
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練
、
火
災
防
御
訓
練
、
水
道
・
道
路
復
旧

訓
練
、
救
出
救
護
訓
練
、
食
料
供
給
訓
練
、
地
震
体
験
訓
練
、
煙
体

験
訓
練
等

問
町
総
務
課 

危
機
管
理
グ
ル
ー
プ 
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●
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す

　
当
日
の
午
前
８
時
に
小
松
・
中
郡
・
東
沢
・
玉
庭
地
区
で
、
訓
練

の
た
め
災
害
発
生
を
知
ら
せ
る
消
防
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。

●
通
行
制
限
さ
れ
ま
す

　
小
松
小
学
校
周
辺
の
道
路
で
当
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
前
10 

時
30

分
ま
で
の
間
、
一
部
通
行
を
制
限
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

▲昨年の防災訓練の様子

～
小
松
小
学
校
周
辺
で
開
催
～

（
小
雨
決
行
）

９月９日は救
９ ９

急の日
普通救命講習会開催　９月 6 日㈰から１２日㈯までの１週間は、「救急医

療週間」と定められ、９月９日は「救急の日」となっ
ています。これを機会に、救急業務や救急医療につい
て正しい理解を深めましょう。
　平成２６年中の救急出動件数は７０１件で例年を下回
りましたが、６７６人が搬送され、１日あたり約２件の
出動で、町民２４人に１人が搬送されたことになりま
す。救急車の正しい利用にご協力ください。

ＡＥＤ：自動体外式除細動器の取扱要領を含んでいます。
■ 日　　時　９月５日㈯　 午前９時～１２時
■ 対　　象　小学校高学年以上の男女
■ 場　　所　川西消防署 会議室
■ 服　　装　動きやすい服装と運動靴、筆記用具
■ 申込締切　８月２８日㈮ まで
問川西消防署 ☎４２－３７００

救急車が来る前に、皆さんでできること

町報かわにし　6平成２７年８月１５日

　
6
月
27
日
、
大
塚
地
区
自
主
防
災
組
織
連
合
会
主

催
に
よ
る
講
演
会
が
、
同
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
山
村
武
彦
氏
を
講
師
に

「
大
地
震
に
備
え
る
～
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
防
災
・
新

常
識
～
」
と
題
し
て
の
講
演
会
で
、
当
日
は
地
区
内

外
か
ら
約
70
名
が
参
加
し
、
日
ご
ろ
か
ら
の
防
災
に

向
け
た
対
応
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
山
村
氏
は
、
様
々
な
災
害
の
事
例
を
挙
げ
、
い
ざ

と
い
う
時
に
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
近
く
の
人

で
あ
り
、
お
互
い
に
助
け
合
い
、
傍
観
者
に
な
ら
な

い
「
近
助
の
精
神
」
が
何
よ
り
大
事
で
あ
る
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で

～
大
塚
地
区
自
主
防
災
講
演
会
～

　
右
記
の
２
班
が
当
町
を
代
表
し
、
８
月

１
日
、
南
陽
市
を
会
場
に
行
わ
れ
た
山
形

県
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。 

　
７
月
19
日
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
南

側
駐
車
場
を
会
場
に
、
川
西
町
消
防
団
ポ

ン
プ
操
法
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
大
会
に
は
ポ
ン
プ
車
の
部
に
１
班
、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
12
班
が
出
場
。
各
チ

ー
ム
と
も
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
す

べ
く
、
真
剣
な
眼
差
し
で
ポ
ン
プ
操
作
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

◆
町
大
会
結
果 

・
ポ
ン
プ
車
の
部
　
第
１
位
　

　
　
　
　
　
第
４
分
団
第
３
部
１
班 

・
小
型
ポ
ン
プ
の
部
　
第
１
位

　
　
　
　
　
第
２
分
団
第
１
部
１
班 

▲町大会ポンプ車の部 第１位　第４分団第３部１班

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
７
／
19
町
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
８
／
２
県
消
防
操
法
大
会
～

▲町大会小型ポンプの部 第１位　第２分団第１部１班

防
災
に
対
す
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す

　
ま
た
、
8
月
2
日
に
は
、
山
形
県
（
東

南
置
賜
支
部
）消
防
操
法
大
会
が
行
わ
れ
、

本
町
か
ら
は
、
右
記
の
2
チ
ー
ム
が
代
表

と
し
て
出
場
。
県
大
会
に
出
場
し
て
い
る

他
の
チ
ー
ム
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
各
市
町
の

代
表
チ
ー
ム
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
非
常

に
高
レ
ベ
ル
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
結
果
は
、ポ
ン
プ
車
の
部
で
は
第
3
位
、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
は
第
１
位
の
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

　
両
チ
ー
ム
と
も
町
の
大
会
が
終
了
し
た

後
も
訓
練
に
励
ん
で
お
り
、
非
常
に
気
合

の
入
っ
た
操
法
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

▲県大会小型ポンプの部 第１位　第２分団第１部１班

▲県大会ポンプ車の部 第３位　第４分団第３部１班

7　町報かわにし 平成２７年８月１５日



４
小
学
校
区
に
学
区
再
編
検
討
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た

○
検
討
委
員
会
で   

　
検
討
す
る
内
容

　
検
討
委
員
会
で
は
、
次
の
点
に

つ
い
て
、
検
討
を
行
い
ま
す
。

⑴
　
統
廃
合
の
必
要
性
に
つ
い
て

　
検
討
し
ま
す
。
検
討
の
手
法
等

　（
地
域
の
合
意
の
判
断
基
準
）　

　
も
含
め
て
。

⑵
　
再
編
整
備
の
合
意
が
な
さ
れ

　
れ
ば
、
新
た
な
通
学
区
域
の
設

　
定
や
統
合
の
目
標
年
次
を
検
討

　
し
ま
す
。

⑶
　
そ
の
他
再
編
整
備
に
関
し
て

　
必
要
と
認
め
ら
れ
る
内
容
に
つ

　
い
て
、
検
討
し
ま
す
。

　　
以
上
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
平

成
27
年
度
中
を
目
途
に
検
討
結
果

を
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
委
員
の
選
定

　
各
小
学
校
区
の
委
員
の
選
定
に

あ
た
っ
て
は
、
学
校
運
営
協
議
会

（
学
校
と
地
域
が
一
緒
に
な
っ
て

地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い

く
た
め
、
保
護
者
や
地
域
住
民
が

メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
、
学
校
運
営

に
関
わ
っ
て
い
く
協
議
会
）
の
委

員
を
中
心
と
し
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
幼
児
の
保
護
者
代
表
男

女
各
１
名
、
青
年
層
男
女
各
１
名

が
加
わ
り
、
各
小
学
校
区
15
名
以

内
の
委
員
会
構
成
と
な
り
ま
し
た
。

　
内
容
と
し
て
は
、
委
嘱
状
の
交

付
、
川
西
町
立
小
学
校
再
編
整
備

計
画
お
よ
び
川
西
町
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
骨
子
（
案
）
に
つ
い
て
の
説
明
、

検
討
し
て
い
た
だ
く
内
容
及
び
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
確

認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⑴
　
犬
川
小
学
校
　
７
月
８
日
㈬

　
　
犬
川
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー

⑵
　
高
山
小
学
校
　
7
月
14
日
㈫

　
　
高
山
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

⑶
　
玉
庭
小
学
校
　
７
月
16
日
㈭

　
　
玉
庭
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー

⑷
　
東
沢
小
学
校
　
7
月
13
日
㈪

　
　
東
沢
活
性
化
セ
ン
タ
ー

委
員
会
か
ら
の
説
明
が
主
で
し
た
。

　
第
２
回
（
９
月
実
施
予
定
）
か

ら
は
、
具
体
的
な
方
向
性
に
つ
い

て
検
討
い
た
だ
く
こ
と
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
検
討
委
員
会
の
検
討
状
況
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
町
報
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
町
教
育
総
務
課

　
教
育
総
務
グ
ル
ー
プ
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問町教育総務課 教育総務グループ ☎４２－６６５９

指定食材 セロリ（長野県産）
※７月１６日献立食材

食材No． 給食－０７１５－　川西－３－セロリ
検査日
及び単位

（ベクレル/ｋｇ）
７月１５日

ヨウ素 不検出（＜６．０）
セシウム 134 不検出（＜６．８）
セシウム 137 不検出（＜７．２）

❖県外産食材の学校給食検査結果
学校給食放射性物質検査について

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
27
年
１
月
に｢

川
西
町
立
小
学
校
再
編
整
備
計
画｣

を
策
定
し
、
次
に
該
当
す
る

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
中
に
通
学
区
域
の
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

⑴
　
複
式
学
級
に
よ
る
学
級
編
成
が
行
わ
れ
て
い
る
小
学
校

⑵
　
１
～
２
年
後
に
複
式
学
級
に
よ
る
学
級
編
成
が
見
込
ま
れ
る
小
学
校

⑶
　
地
域
や
保
護
者
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
か
ら
検
討
の
要
請
が
あ
り
そ
の
合
意
を
得
た
小
学
校

　
以
上
の
基
準
と
ル
ー
ル
に
よ
り
、
⑴
に
該
当
す
る
小
学
校
と
し
て
、
高
山
小
学
校
、
玉
庭
小
学
校
、
東
沢
小
学

校
の
３
校
、
⑵
に
該
当
す
る
小
学
校
と
し
て
、
犬
川
小
学
校
の
１
校
、
合
計
４
校
に
学
区
再
編
検
討
委
員
会
を
設

置
し
ま
し
た
。

○
第
１
回
検
討
委
員
会

　
各
小
学
校
区
の
第
１
回
検
討
委

員
会
を
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

し
た
。

○
今
後
の
予
定

　
第
１
回
の
検
討
委
員
会
で
は
、

委
員
会
の
役
割
等
に
つ
い
て
教
育

検討委員会の様子（▲犬川小学校　▼玉庭小学校）
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
だ
よ
り

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
あ
ら 
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８
月
19
日
㊌
　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
楽
し
い
子
育
て
②

　【
1
歳
未
満
10
名
　
参
加
費
５
０
０
円
　
要
予
約
】

８
月
28
日
㊎
　
お
ぼ
ご
ん
カ
フ
ェ
『
冷
た
い
お
や
つ
を
作
ろ
う
』

　【
参
加
費
５
０
０
円
　
要
予
約
】

９
月
８
日
㊋
　
親
子
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　【
1
歳
未
満
10
時
30
分
～
　

1
歳
以
上
11
時
～
】

＊
か
わ
に
し
ま
ち
こ
ど
も
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

9
月
13
日
㈰
午
前
9
時
～

会
場
：
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
駐
車
場
も
）

内
容
：
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
・
手
作
り
お
や
つ
コ
ー
ナ
ー
・
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー

＊
幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室
　
午
前
９
時
～
（
完
全
予
約
制
）

  

８
月
17
日
㊊ 

９
月
14
日
㊊ 

申
込
・
問
町
教
育
総
務
課 

☎
42

－

６
６
７
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
だ
よ
り

＊
町
立
幼
児
施
設
開
放
日
　
午
前
10
時
～
11
時

  

玉
庭
保
育
所
　
８
月
25
日
㊋
　
　
美
郷
幼
稚
園
　
９
月
１
日
㊋

  

北
斗
幼
稚
園
　
８
月
19
日
㊌
　

9
月
16
日
㊌

第 3 ６回川西町小学校水泳大会結果
※一位（大会新）のみ掲載　

種　目 氏名・学校 タイム

オープン男子 25ｍ背泳 須藤　星
せ な
名 中郡 22.7

オープン女子 25ｍ背泳 寒河江菜
な ほ
穂 中郡 25.8

4 年男子 25ｍ自由形 安部　悠
ゆうま
真 大塚 22.9

4 年女子 25ｍ自由形 鈴木　　和
のどか 中郡 19.4（大会新）

４年男子 25ｍ平泳ぎ 山岸　憲
けんた
汰 中郡 30.9

４年女子 25ｍ平泳ぎ 齋藤　樺
かのん
音 中郡 28.4

5 年男子 50ｍ自由形 髙橋　新
あらた
大 小松 44.9

5 年女子 50ｍ自由形 佐藤　　咲
さき 犬川 39.6（大会新）

6年男子 50ｍ自由形 鈴木　永
と わ
遠 玉庭 34.6（大会新）

6年女子 50ｍ自由形 梅津　　玲
れい 大塚 42.8

5 年男子 50ｍ平泳ぎ 青木　秀
しゅうた
汰 犬川 57.4

5 年女子 50ｍ平泳ぎ 情野　真
ま い
衣 吉島 1:00.1

6 年男子 50ｍ平泳ぎ 須藤　星
せ な
名 中郡 54.3

6 年女子 50ｍ平泳ぎ 菅野　葉
は お
愛 小松 57.1

オープン男子 100ｍ自由形 鈴木　永
と わ
遠 玉庭 1:21.8

オープン女子 100ｍ自由形 佐藤　　咲
さき 犬川 1:34.3

７／２８

４
～
６
年
生
が
練
習
の
成
果
を
発
揮

～
第
36
回
川
西
町
小
学
校
水
泳
大
会
～

　

８
月
５
日
、
小
松
小
学
校
で
児
童
科
学

教
室
が
行
わ
れ
、
町
内
の
小
学
生
39
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、「
マ
イ
ナ
ス
１
９
６
℃

の
世
界
」
と
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
万
華
鏡
を
作

ろ
う
」
と
い
う
２
つ
の
コ
ー
ス
で
そ
れ
ぞ

れ
実
験
や
製
作
を
行
い
ま
し
た
。

　「
マ
イ
ナ
ス
１
９
６
℃
の
世
界
」
で
は
、

液
体
窒
素
を
使
っ
て
、
果
物
を
凍
ら
せ
て

食
べ
た
り
、
自
分
た
ち
で
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
を
作
る
な
ど
、
身
近
な
も
の
を
凍
ら
せ

る
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
は
じ
め
は
液
体
窒
素
に
驚
い
て
い
た
児

童
た
ち
も
、
次
第
に
真
剣
な
表
情
に
変
わ

り
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た
ア
イ
ス
を
、
お

い
し
そ
う
に
食
べ
ま
し
た
。

　「
オ
リ
ジ
ナ
ル
万
華
鏡
を
作
ろ
う
」
で

は
、
身
近
に
あ
る
鏡
や
ス
ト
ロ
ー
を
使
っ

て
万
華
鏡
を
作
り
ま
し
た
。

　
児
童
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
に
飾
り

つ
け
な
ど
を
し
て
、
自
分
だ
け
の
万
華
鏡

を
作
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

科
学
に
触
れ
合
う

～
児
童
科
学
教
室
～

８／５

＊
イ
ベ
ン
ト
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
　
日
　時
　
８
月
29
日
㈯
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

■
　
会
　場
　
小
松
小
学
校
家
庭
科
室
と
集
会
室

■
　
内
　容
　
午
前
：
英
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
外
国
の
料
理
を
作
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
食
べ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
午
後
：
カ
ー
ソ
ン
先
生
た
ち
と
英
語
を
使
っ
た
楽
し
い
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
ー
ム
を
し
ま
す
。

■
　
対
　象
　
町
内
の
小
学
５
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

■
　
締
　切
　
８
月
25
日
㈫
ま
で

■
　
参
加
費
　
５
０
０
円
を
当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い

問
町
教
育
総
務
課
教
育
総
務
グ
ル
ー
プ
　
☎
42
ー
６
６
５
９

英
語
が
身
近
に
感
じ
る
！

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
サ
マ
ー
・
ス
ク
ー
ル

友
だ
ち
み
ん
な
で
参
加
し
よ
う
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ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
ア
ナ
変
換
サ
ー
ビ
ス
は
３
月
31
日
午
前
12
時
で
終
了
し
ま
す
。引
き
続
き
テ
レ
ビ
を
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
に
地
デ
ジ
の
準
備
を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

　
７
月
14
日
、
吉
島
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
き

ら
り
で
吉
島
地
区
児
童
ク
ラ
ブ
の
児
童
を
対

象
に
、笹
ま
き
作
り
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
女
性
農
業
委
員
の
視
点
を

生
か
し
た
地
域
農
業
振
興
と
地
域
の
伝
統
料

理
な
ど
の
食
文
化
の
継
承
を
目
的
に
、
町
農

業
委
員
会
が
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
児
童
た
ち
は
、
農
業
委
員
と
吉
島
地
区
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
指
導
の
も
と
、
自

分
た
ち
の
手
で
笹
ま
き
を
作
り
ま
し
た
。
ま

た
、茹
で
て
い
る
間
に
は
、農
業
委
員
の
方
々

が
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
、
も
ち
も
ち
の
笹
ま

き
を
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

▲笹まきを作る吉島地区児童クラブの児童たち

７／1４

お
い
し
い
笹
ま
き
作
れ
ま
し
た

～
平
成
27
年
度
女
性
農
業
委
員
活
動
笹
ま
き
作
り
教
室
～

　７
月
21
日
、フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
で“
明

る
い
や
ま
が
た
”
夏
の
安
全
県
民
運
動
米
沢

川
西
地
区
出
発
式
が
行
わ
れ
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、
期
間
中
の
事
故
・
犯
罪
防
止
、
青

少
年
の
非
行
・
い
じ
め
防
止
等
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
式
典
終
了
後
、
パ
ト
カ
ー
、
青
パ

ト
が
一
斉
に
広
報
、
防
犯
活
動
に
出
発
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
7
月
27
日
に
は
Ｒ
２
８
７
お
し
ょ

う
し
な
作
戦
と
題
し
、
帰
宅
時
間
に
合
わ
せ

た
青
パ
ト
巡
回
や
、
交
通
量
の
多
い
ヤ
マ
ザ

ワ
川
西
店
周
辺
に
看
板
や
旗
を
掲
げ
、
買
い

物
客
へ
啓
発
グ
ッ
ツ
を
配
る
な
ど
、
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

▲ヤマザワ、うめや、ツルハ川西店前で啓発活動
　を行いました。（27日　おしょうしな作戦）

７／２１
２７

全
国
大
会
で
の
活
躍
を
期
待
し
て

　
　
　
　
　
　
～
平
成
27
年
度
全
国
大
会
出
場
者
激
励
金
交
付
式
～

▲激励金を受け取る酒井大輝さん

本
町
内
で
事
故
多
発
！

夏
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る

◆
平
成
27
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
出
場
者

【
陸
上
競
技
】　 

　
　
　  

髙
　
橋
　
か
お
り
　
さ
ん
　 

九
里
学
園
高
３
年
（
犬
川
）

【
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】　
那
　
須
　
圭
　
太
　
さ
ん
　 

南
陽
高
校
３
年
（
大
塚
）

   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
　
澤
　
佑
　
哉
　
さ
ん
　 

南
陽
高
校
２
年
（
小
松
）

【
空
手
道
】　
　
　
　
　
　
淀
　
野
　
瑠
　
奈
　
さ
ん
　 

南
陽
高
校
２
年
（
吉
島
）

【
弓
　
道
】　
　
　
　
　
　
酒
　
井
　
大
　
輝
　
さ
ん
　 

米
沢
工
業
高
校
３
年
（
犬
川
）

【
水
泳
】　
　
　
　
　
　
　
小
　
関
　
蓮
　
　
　
さ
ん
　 

米
沢
工
業
高
校
1
年
（
小
松
）

【
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
】　
　
　
米
沢
商
業
高
等
学
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

◆
平
成
27
年
度 

全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
総
合
体
育
大
会 

出
場
者

【
陸
上
競
技
】　
　
　
　
　
杵
　
淵
　
孝
　
太
　
さ
ん
　
米
沢
工
業
高
校
３
年
生
（
小
松
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
畑
　
　
　
海
　
さ
ん
　
米
沢
工
業
高
校
３
年
生
（
吉
島
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

平
　
田
　
祐
　
登
　
さ
ん
　
米
沢
工
業
高
校
２
年
生
（
小
松
）

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】　
高
　
橋
　
達
　
也
　
さ
ん
　 

霞
城
学
園
高
校
１
年
（
小
松
）

◆
第
53
回
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
選
手
権
大
会
　

出
場
者

【
ラ
イ
フ
ル
射
撃
】

　
織
　
田
　
幸
　
助
　
さ
ん

　
南
陽
高
校
３
年
（
玉
庭
）

◆
第
46
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会
　
出
場
者

【
個
人
男
子
】

　
遠
藤
　
楓
　
さ
ん
　

　
川
西
中
学
校
3
年
（
小
松
）

【
個
人
女
子
】

　
寒
河
江
　
玲
奈
　
さ
ん

　
川
西
中
学
校
3
年
（
大
塚
）
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７
月
27
日
、玉
庭
の
町
有
林（
小
蓑
沢
）で
、

置
賜
農
業
高
等
学
校
食
料
環
境
科
２
年
生
16

名
を
対
象
に
下
刈
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
体
験
は
、
や
ま
が
た
緑
環
境
税
を
活

用
し
た
「
み
ど
り
環
境
交
付
金
事
業
」
の
一

環
と
し
て
町
と
同
校
が
企
画
し
ま
し
た
。
生

徒
は
、
林
業
士
か
ら
下
刈
の
必
要
性
や
下
刈

鎌
の
使
い
方
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
、
実
際

に
下
刈
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
は
慣
れ
な
い
下
刈
鎌
に
手
こ
ず
り

な
が
ら
も
、
次
第
に
使
い
方
に
慣
れ
、
一
生

懸
命
下
草
を
刈
り
払
っ
て
い
ま
し
た
。

▲下刈りを体験する置賜農業高校の生徒たち

７／２７

置
賜
農
業
高
校
生
が
下
刈
り
を
体
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
み
ど
り
環
境
交
付
金
事
業
～

　
7
月
31
日
～
8
月
4
日
ま
で
の
5
日
間
、

東
京
都
町
田
市
の
小
学
生
20
人
が
、「
み
ち

の
く
や
ん
ち
ゃ
留
学
」に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
31
日
に
は
東
沢
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
受
入

式
が
行
わ
れ
、
協
力
会
の
佐
々
木
賢
一
会
長

が
「
夏
休
み
い
っ
ぱ
い
の
思
い
出
を
こ
の
東

沢
で
作
っ
て
、
家
族
や
友
達
に
い
っ
ぱ
い
伝

え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
、
そ
の

後
里
親
さ
ん
た
ち
と
対
面
を
行
い
ま
し
た
。

　
留
学
生
た
ち
は
、
炭
出
し
体
験
や
、
農
作

物
の
収
穫
体
験
な
ど
、
都
会
で
は
味
わ
え
な

い
よ
う
な
貴
重
な
体
験
を
し
て
、
た
く
ま
し

く
な
っ
て
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

７／3１
～8／4

都
会
で
は
体
験
で
き
な
い
貴
重
な
思
い
出
に

～
東
沢
や
ん
ち
ゃ
留
学
～

　
7
月
27
日
、
町
長
と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

の
第
1
回
目
を
大
塚
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
で

行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
今
後
10
年
の
ま
ち
づ
く
り
の

ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る『
第
５
次
総
合
計
画
』と
、

人
口
減
少
を
克
服
す
る
た
め
の『
総
合
戦
略
』

の
策
定
に
向
け
た
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
各
地
区
の
様
子
は
、
後
ほ
ど
町
報
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
８
月
21
日
㈮
の
犬
川
地
区
の
ふ
れ

あ
い
ト
ー
ク
は
、
午
後
7
時
30
分
か
ら
に
変

更
に
な
り
ま
し
た
。

▲予定時間を超えるほど内容の濃い意見交換でした。

７／２７

第
５
次
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
て

～
町
長
と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
～

　
８
月
2
日
、
浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か
で
、

車
両
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
車
両
は
、
株
式
会
社
森
谷
モ
ー
タ
ー

ス
か
ら
、
ま
ど
か
の
幅
広
い
営
業
活
動
の
実

践
と
、
業
務
の
更
な
る
効
率
化
の
た
め
に
寄

贈
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　
車
両
ナ
ン
バ
ー
は
、
ま
ど
か
に
ち
な
ん
で

「
４
１
２
６
」
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
御
礼
の
言
葉
と
し
て
、
株
式
会
社
ダ
リ
ヤ

パ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
の
片
倉
社
長
が
「
車
を
い

た
だ
い
た
の
で
、
ま
ど
か
の
経
営
が
さ
ら
に

前
進
す
る
よ
う
活
用
し
た
い
」
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

▲「４１２６」の営業に積極的に活用します

８／２

４よ

１い

２ふ

６ろ

の
町
内
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用

～
浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か
へ
営
業
車
両
の
寄
贈
～

▲緊張気味の留学生を優しく迎え入れる里親さん
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日　時 場所 講師・講義名 電話番号
９月４日㈮
午後 7 時～

 吉島地区
交流セン

ター

山形落語愛好協会　笑風亭　間助氏
ほか２名

「話のつかみと組み立て」
頭の中でまとまっていることをうまく他の人に伝えるた
めの話のつかみ・組み立てについて学びます。

９月２５日㈮
午後 7 時～

中央公民館
視聴覚室

フリーアナウンサー 伊藤こずえ氏
「コミュニケーションの始まりとは」

初対面の人などとうまくコミュニケーションをとってい
くための手法について学びます。

　まちづくりマイスター養成講座公開講座
　町では、地域づくりに必要なスキルを身につけ、「これから」を担う人材を養成するこ
とを目的とした「まちづくりマイスター養成講座」を実施しています。
　一般の方も受講できる公開講座を下記の日程で開催します。ぜひ受講ください。
■ 受講資格　年齢、性別等を問いません

受講料
無料 　

問町まちづくり課 地域づくり推進室 ４２ー６６１３

❖開催日　９月１２日、１０月１０日、
　　　　　１１月７日
　　　　　※１１月までの毎月第２土曜日
❖時　間　朝７時～８時３０分まで
❖会　場　ＪＡ山形おきたま川西支店東側駐車場
　　　　　（１１月および雨天時は中央公民館）
出店者を随時募集中です。お気軽にご相談ください。
問事務局（町産業振興課内）☎４２－６６９６

こまつ市開催情報

小松豊年獅子踊公演日程
１　諏訪神社　　　　　９：００～
２　小松小グラウンド　９：４０～
３　小松保育所　　　１０：１５～
４　かがやきの丘　　１０：４５～
５　吉島地区交流センター
　　　　　　　　　　１１：２０～
６　肉の斎藤駐車場　１２：００～

８
月
27
日
㈭

参加者
募集‼

まちづくりシンポジウムを
開催します
　第５次総合計画の策定にあわせて、まちづくりシン
ポジウムを開催します。テーマは「こんないいとこ　
かわにしまち　～まちの魅力再発見！～」。町の魅力、
可能性そして未来について、一緒に想いを巡らせてみ
ませんか。ポジティブな気持ちになれる２時間。
　参加費は無料です。ぜひ、お気軽にご参加ください。
■ 日時　８月２３日㈰午前１０時～１２時ごろ
■ 会場　フレンドリープラザ　ロビー
■ 内容
① 講演　「“まめ”に見る　川西町の可能性」
　 講師　神戸国際大学経済学部　教授　中村 智彦氏
② パネルディスカッション
　　　　　　「こんないいとこ　かわにしまち」
問町企画財政課　総合計画策定室☎４２－６６０４

おきたま森の感謝祭２０１５に
お越しください
　豊かな自然の恵みに感謝し、県民みんなで支える新
たな森づくりを推進するため、おきたま森の感謝祭を
開催します。
■ 日　時　９月 19 日㈯ 午前 10 時 30 分～午後２時
■ 会　場　川西ダリヤ園水上ステージ周辺
　　　　　 （当日特設入場口を準備します）
■ 内　容　体験コーナー（ネイチャーゲーム、木工
　　　　　 体験等）、実演コーナー（チェーンソーアー
　　　　　 ト等）、緑のプレゼントなど。
■ 駐車場　森の感謝祭特設駐車場をご使用願います。
　　　　（ダリヤ園駐車場の使用はご遠慮ください。）
問町農地課農村林務グループ☎４２－６６４６
※当日の会場図

食育に関する講演会のお知らせ
■ 演題「今、子どもたちに大切なこと」
■ 日時　８月３１日㈪午後７時～
　（受付６時３０分～）入場無料
■ 場所　中央公民館大ホール
■ 講師　特定非営利活動法人食育ママ　
　　　　　理事長　加藤　弥栄子　氏
■ 申込　８月２５日㈫まで申込みください

（当日託児を希望の方は８月２１日㈮まで）
問町まちづくり課生涯学習グループ☎４２－６６６８
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戦没者等の遺族に対する特別弔慰金
（第１０回特別弔慰金）が支給されます
■ 特別弔慰金とは
　戦後７０周年に当たり、今日の我が国の平和と繁栄の礎となった戦没者等の尊い犠牲に思いをいたし、国と　
して改めて弔慰の意を表するため、戦没者等のご遺族に支給するものです。
■ 支給対象者
　平成２７年４月１日（基準日）において、「恩給法による公務扶助料」や「戦傷病者戦没者遺族等援護法に　
よる遺族年金」等を受ける方（戦没者等の妻や父母等）がいない場合に、次の順番による先順位のご遺族１名　
に対して支給されます。

※１　戦没者等の死亡当時、生計関係を有していること等の要件を満たしているかどうかにより、順番が入れ替
　　　わります。
※２　戦没者等の死亡時まで、引き続き１年以上生計関係を有していた方に限ります。
■ 支給内容　額面２５万円、５年償還の記名国債
■ 請求期限　平成３０年４月２日まで
■ 請求の受付について
　下記の日程で請求の受付と相談会を行います。請求に必要な書類を整え、請求者が居住する地区の受付日にお
越しください。≪受付時間≫　午前９時３０分から１２時まで

※都合がつかない方は予備日にお越しください。
※請求書類をお持ちでない場合は、下記までお問い合わせください。
問町健康福祉課　福祉グループ　４２－６６３５

順　　番 対　象　者
１ 平成２７年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法に

よる弔慰金の受給権を取得した方
２ 戦没者等の子

３
※１

① 戦没者等の父母

② 戦没者等の孫

③ 戦没者等の祖父母

④ 戦没者等の兄弟姉妹

４
※２

上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪など）

地　　区 期　　日 会　　場
小松地区 ８月２４日㈪ 中央公民館大ホール

玉庭地区 ８月２５日㈫ 玉庭地区交流センター

大塚地区 ８月２６日㈬ 大塚地区交流センター

中郡地区 ８月２７日㈭ 中郡地区交流センター

犬川地区 ８月２８日㈮ 犬川地区交流センター

東沢地区 ９月　１日㈫ 東沢活性化センター

吉島地区 ９月　２日㈬ 吉島地区交流センター

予備日 ９月　４日㈮ 中央公民館大ホール

測定日
及び測定値

（μ
マイクロシーベルトパーアワー

S v / ｈ）
8月 5日

地上から
の高さ

場　　　所
玉庭小学校 川西中学校

１００㎝ ０．０８ ０．０９
　５０㎝ ０．０８ ０．１０

町内小中学校グラウンド空間放射線量 問町総務課 危機管理グループ ☎４２－６６１２
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「
平
成
27
年
国
勢
調
査
」
を
実
施
し
ま
す

 

国
勢
調
査
と
は

　
今
年
10
月
１
日
を
基
準
日
と
し

て
、
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
す
べ
て
の
人
と
世
帯
を
対
象

と
し
て
、
５
年
に
一
度
行
わ
れ
る

国
の
最
も
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、
衆
議
院
選
挙

区
の
画
定
や
地
方
交
付
税
の
算
定
、

国
や
地
方
公
共
団
体
の
社
会
福
祉
、

雇
用
、
環
境
整
備
、
防
災
対
策
な

ど
あ
ら
ゆ
る
施
策
の
基
礎
デ
ー
タ

と
し
て
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、
企
業

や
各
種
団
体
、
大
学
や
研
究
機
関

な
ど
、
民
間
分
野
の
経
営
や
研
究

に
も
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

調
査
方
法

　
今
回
の
調
査
で
は
、従
来
の「
調

査
票
（
紙
）
で
の
調
査
」
の
ほ
か
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答

で
き
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
」
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。
よ
り
便
利
で

簡
単
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
国
勢
調
査
は
、
統
計
法
に
よ
っ

て
、
調
査
票
に
記
入
し
て
提
出
す

る
義
務
（
報
告
義
務
）
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

 

「
か
た
り
調
査
」
に
注
意

○
国
勢
調
査
員
を
よ
そ
お
っ
た
不

　審
な
訪
問
者
や
、不
審
な
電
話
・

　電
子
メ
ー
ル
な
ど
に
ご
注
意
く

　だ
さ
い
。

○
不
審
に
思
っ
た
際
に
は
、
回
答

　し
な
い
で
、
町
に
お
知
ら
せ
く

　だ
さ
い
。

○
国
勢
調
査
で
は
金
銭
を
要
求
す

　る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　ま
た
、
銀
行
口
座
の
暗
証
番
号

　や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
な

　ど
を
お
聞
き
す
る
こ
と
も
あ
り

　ま
せ
ん
。

○
調
査
員
は
、
そ
の
身
分
を
証
明

　す
る
「
国
勢
調
査
員
証
」
を
携

　帯
し
て
い
ま
す
。

■
町
民
の
み
な
さ
ま
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

調
査
の
概
要

■ 

調
査
基
準
日
　
10
月
１
日

■ 

調
査
対
象
　
10
月
１
日
現

在
で
、
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る

す
べ
て
の
人
お
よ
び
世
帯

■ 

調
査
事
項

・世
帯
員
に
つ
い
て
「
男
女
の
別
」

　「
出
生
の
年
月
」「
就
業
地
又
は

　
通
学
地
」
な
ど
13
項
目

・
世
帯
に
つ
い
て
「
世
帯
員
数
」

　
な
ど
４
項
目

全ての世帯に
・インターネット回答の利用案内
・調査票（紙）
を配布します。

9 月上旬から、各世帯に調査員がお伺いします。

パソコンやスマートフォンから
インターネット回答の場合
■　回答期間　
　　9 月 10 日㈭～ 20 日㈰
※調査票（紙）の提出は不要

黒の鉛筆で記入
調査票（紙）で回答の場合
■　回答期間（調査員による回収）
　　１０月 1 日㈭～７日㈬

回　答　完　了

 

個
人
情
報
保
護
と

 

調
査
票
の
管
理

○
国
勢
調
査
に
従
事
す
る
者
に
は
、

　統
計
法
に
よ
っ
て
、
個
人
情
報

　を
保
護
す
る
た
め
の
厳
格
な
守

　秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
、

　調
査
票
の
記
入
内
容
は
厳
重
に

　守
ら
れ
ま
す
。

○
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い

　た
内
容
は
、
統
計
の
作
成
に
関

　連
す
る
目
的
以
外
に
使
用
す
る

　こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
町
企
画
財
政
課 

政
策
調
整
グ
ル
ー
プ
　
☎
42

－

６
６
９
５

まちからのお知らせ
town information

 

調
査
の
流
れ
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
り
扱
い
は
、

 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
た
対   

 

応
が
必
要
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
そ
の
内
容
に
含
む
個

人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
の
た
め
に
、

事
業
者
が
最
低
限
守
る
べ
き
こ
と
等
を
示

し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
公
表
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は

　
　
　
　特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会

　
国
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
12
桁
の
個
人
番
号
）
が
割
り
当
て
ら

れ
、
平
成
28
年
１
月
か
ら
、
社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
の
行
政
手
続
き
で
使
用
が
始
ま

り
ま
す
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
民
間
事
業
者
の
皆
さ
ん
も
税
や
社
会
保
険
の
手
続
き
で
、
従
業
員
等
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
り
扱
い
ま
す
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
取
得
時
の
本
人
確
認
は

　
厳
格
に
行
い
ま
す
。

注
意
点
２
　
利
用
・
提
供
　

　
事
業
者
は
、
税
や
社
会
保
障
に
関
す
る

　
手
続
き
書
類
に
従
業
員
等
の
マ
イ
ナ
ン

　
バ
ー
な
ど
を
記
載
し
て
、
行
政
機
関
に

　
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
左
記
の
表
の
よ
う
な
利
用
目
的
以
外
の

　
利
用
・
提
供
は
で
き
ま
せ
ん
。

注
意
点
３
　
保
管
・
廃
棄

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
書
類
の

　
保
管
は
必
要
が
あ
る
場
合
だ
け
で
す
。

●
必
要
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
保
管
し
続

　
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
不
必
要
に
な
っ
た
ら
、速
や
か
に
廃
棄・

　
削
除
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

税関係 源泉徴収票、給与
支払報告書、支払
調書など

雇用保険
関係

雇用保険被保険者
資格取得（喪失）
届など

健康保険・
厚生年金
関係

健康保険・厚生年
金保険被保険者資
格取得（喪失）届
など

講師、
原稿執筆者など

従業員

報酬など 給与支払い
保険料の徴収

・報酬等に係る支払調書の作成
・源泉徴収票の作成
・雇用保険被保険者資格取得届の作成
・厚生年金保険被保険者資格取得届の作成
・健康保険被保険者資格所得届の作成

年金事務所・健康保険
組合・ハローワーク

※
今
の
お
住
ま
い
と
、
住
民
票
の
住
所
が
異
な
る
方
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
に
住
民
票
の
異
動
を
お
願
い
し
ま
す
。
問
町
総
務
課 

　
　
危
機
管
理
グ
ル
ー
プ
　
☎
42

－

６
６
１
２

※
被
災
や
入
院
、
入
所
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
住
所
異
動
が
困
難
な
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
　
　
　
問
町
住
民
生
活
課 

戸
籍
住
民
グ
ル
ー
プ
　
☎
42

－

６
６
１
５

事業者

マイナンバーを記載

マイナンバー
１２３４・・・・・

源泉徴収票
給与支払報告書の提出

報酬等に係る
支払調書の作成

社会保険関係の
手続き

税務署・市町村

平成 28年 1月以降、マイナンバーはこのように利用されます。

 

法
人
に
は
法
人
番
号
が

 

通
知
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
27
年
10
月
か
ら
、
法
人
に
は
１
法

人
１
つ
の
法
人
番
号
（
13
桁
）
が
指
定
さ

れ
、
登
記
上
の
所
在
地
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
異
な
り
、
法
人
番
号
は

ど
な
た
で
も
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
利
用
上
の

 

注
意
点

注
意
点
１
　
取
得
　
　

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
得
は
、
法
令
で
定

　
め
ら
れ
た
場
合
だ
け
で
す
。

●
利
用
目
的
を
き
ち
ん
と
明
示
す
る
必
要

　
が
あ
り
ま
す
。

まちからのお知らせ
town information

事
業
所
の
皆
さ
ん
も

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
り
扱
い
ま
す

15　町報かわにし 平成２７年８月１５日



まちからのお知らせ
town information

　  国保税を滞納すると

　　国保税を滞納している場合は、郵送することが出来ず納付相談
を行っていただきます。該当される方には別途通知しますので、
納付相談には必ずお越しください。滞納の状況によっては、有
効期限の短い被保険者証等を交付します。

　  国保加入の届出が遅れると

　　国保に入る資格ができたときから、国保税の納付義務が発生し
ます。届出が遅れた場合でも、加入月までさかのぼって国保税を
納めていただくことになります。

　  国保脱退の届け出が遅れると

　　職場の健康保険などに加入したときは、ご自分で国保を脱退す
る届出をしなければなりません。届出をしないと、社会保険料と
国保税を二重に支払ってしまうことになりかねません。また、うっ
かり国保の被保険者証を使って受けた医療費の国保負担分は、全
額返還していただくことになります。

ジェネリック医薬品を使いましょう
●ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは
　新薬（先発医薬品）の特許期間が満了した後に販売される
薬です。新薬と同じ厳しい品質基準によって、確かな品質が
保たれており、効き目も同等とされています。また、比較的
安価で提供されています。
　薬代の負担を軽くするために、ジェネリック医薬品を使っ
てみませんか？まずは、医師や薬剤師の方に「ジェネリック
に替えられますか？」とお尋ねください。
　なお、今回の保険証更新の際に、ジェネリック医薬品希望
シールを配布しますので、保険証に貼ってお使いください。
※病状や体質等によっては、ジェネリック医薬品に切り替え
　られない場合があります。

問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

健診結果を活用しましょう
　健診結果で異常が見つかっても、「痛く
もかゆくもないから」とそのまま放置して
いると、高血圧や糖尿病などはほとんど自
覚症状がないので、徐々に悪化し重症化し
ていきます。そうなる前に、かかりつけ医
に健診結果を持参し受診しましょう。
　例えば、糖尿病の外来通院１か月当たり
の医療費総額は約２４，０００円程度、合
併症が進行し人工透析が必要になると約
４０万円程度、と言われており、重症化
すると高額になります。（金額はあくまで
も一例で、窓口での支払いは負担割合等に
よって異なります。）

１年に１回は特定健診
を受けましょう！！
●特定健診を受けるメリット
　経年的に結果を見ることができ、健康状
態を管理できます。生活習慣病になる前に
予防することができ、医療費が抑えられます。
特定健診は１１月まで実施しています。
受診を希望される方は町健康福祉課まで
お申込みください。
※ 高血圧・糖尿病等で治療中の方も特定
　 健診を受けることをお勧めします。

国
民
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康
保
険
被
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。

臓器提供の意思表示について
　臓器移植に関する法律の改正により、移植医療に対する理
解を深めていただくことができるよう、保険証の裏面に「臓
器提供に関する意思表示欄」を設けています。臓器を提供す
る、しないはご自分の意思で決められます。私たち一人ひと
りが臓器提供について考え、家族と話し合い、意思表示をし
ておくことが大切です。

お薬の管理はしっかりと
　薬の重使用や飲み合わせによる副作用防止のために、お薬
手帳を活用しましょう。また、自宅近くやいつも行く薬局な
ど、気軽に相談できる「かかりつけ薬局」を持ちましょう。
※かかりつけ薬局では、皆さんの薬の服用歴の管理や、市販
　薬、健康食品等との飲み合わせ、体質等も含めて様々相談
　にのってくれます。
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８月２５日㈫に農地パトロールを実施します
　農業委員会では下記の調査のため農地パトロール（現地確認）を実施いたします。
①農地確保や有効利用に関する調査　②耕作放棄地の荒廃の状況等の把握　③農地の違反転用防止対策　
　調査の際には農地に立ち入ることもありますので、ご理解とご協力のほどをよろしくお願いいたします。パト
ロールの際は、腕章、ネームを着用します。　問町農業委員会事務局 ☎４２－６６０５

新たな農業にチャレンジするための自主研修を応援します
　町では、新たな意識と視点で農業にチャレンジする人材の育成を図るために、自主的に行う農作物の生産・販
売・加工等の先進事例研修を支援します。補助金の交付を希望する方は、研修計画等を記入した企画書を提出し、
審査を通過することが必要となります。
■ 対 象 者　町内に在住する１８～６５歳未満の個人またはグループ（３名以上）で、研修の成果を広く報告し、
　　　　　　 研修を活かした農業生産・加工・販売を実践する方
■ 対象事業　国内において本町農業（生産・加工等）の取組みと手法が異なる地域での研修活動
■ 対象経費　研修に係る旅費、活動経費等
■ 補助金額　対象経費の４／５以内（個人１名につき２０万円上限・１グループにつき６０万円上限）
■ 申込期限　１２月１８日㈮
■ そ の 他　町産業振興課に企画書等様式を準備しています。詳しくは下記までご連絡ください。９月１０日
㈭までに提出された分について審査を実施します。その後、企画書提出順に審査・交付決定を行い、予算が無く
なり次第終了とします。問町産業振興課農業グループ　☎４２－６６４２

川西農業振興地域整備計画 (農振計画 )の見直しを行います
　町では、農業振興地域整備計画を昭和４８年に策定し、以来過去に４回の見直しを行ってきました。平成２７
年度は基礎調査を実施しながら、平成２８年度に向け整備計画の見直しの準備を進めます。
１　農業振興地域制度とは
　農業振興地域制度は、総合的に農業の振興を図ることが必要であると認められる農地について、県が農業振興
地域に指定し基本方針を策定します。
２　農振計画とは
　「農業振興地域の整備に関する法律」に基づいて、川西農業振興地域整備計画（農振計画）を定めています。
この計画は、農業振興を図るべき地域（農業振興地域）を明らかにし、農地の有効活用と農業の近代化を総合的
に進めるためのものです。
　将来にわたって利用すべき優良農地は「農用地区域」に設定し、農業経営の基盤となる農用地を確保すること
が定められています。農用地区域では、農業以外の目的での土地利用が制限されますが、農業振興を目的とした
さまざまな補助事業を導入できるなどの優遇措置を受けることができます。
３　見直しの考え方
　今回の見直しは、大きな農用地区域の変更や面積の削減を行うものではなく、現在の区域界と農地の現状を再
確認して、各地区の優良農地を保全・確保するためのものです。
　見直しにおける農用地区域（黄地）の除外・編入は次の基準で検討していきます。
○除外を検討する農地等

（１）集落内に存する集団性のない農地
（２）登記地目が農地以外の土地（ただし、除外しても周辺農地に影響がない土地に限る）
（３）農用地区域内と山林区域の境に存する農地で既に山林化している農地かつ、農業上の利用において、その
　　確保が適当でない農地
※上記の要件に該当しても、中山間地域等直接支払事業、多面的機能支払交付金事業の協定農用地は除外対象外。
○編入を検討する農地等

（１）土地改良事業等が行われた農地
（２）農業上の利用において、一団の優良農地として農業振興をするべき農地
問町農地課　農地グループ ☎４２－６６０５
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７０歳未満の方の高額介護合算療養費制度の限度額が変更になります！！
　高額介護合算療養費制度は、医療と介護の両方のサービスを利用している世帯の負担を軽減する制度です。1
年間に「医療保険」と「介護保険」の両方に自己負担があり、その負担額の合計が下表の自己負担限度額を超え
た場合、その金額が申請によって支給されます。（該当される方にはお知らせします。）
　なお、70 歳以上の方の限度額に変更はありません。
■ 合算したときの限度額（年額／ 8月～翌年 7月）

所得区分
高額療養
費の区分

自己負担限度額
（平成２６年８月～平成２７年７月）

９０１万円超 ア １７６万円

６００万円超～
９０１万円以下 イ １３５万円

２１０万円超～
６００万円以下 ウ ６７万円

２１０万円以下 エ ６３万円

住民税非課税 オ ３４万円

自己負担限度額
（平成２７年８月以降）

２１２万円

１４１万円

６７万円

６０万円

３４万円

国民健康保険からのお知らせ

⇒

※所得区分は、高額療療費の区分と同じです。
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

「年金情報流出」を口実にした犯罪にご注意ください！！
　日本年金機構を名乗って口座番号を聞き出そうとする者や、「流出した個人情報を削除してあげる」と持ちか
けてくる者が現れています。
●日本年金機構から、この件でお客様に電話やメールで連絡することは一切ありません。なお、流出が確認され
　た方への新しい基礎年金番号は、郵送でお知らせします。
●日本年金機構が、この件でお客様にお金やキャッシュカードを要求することは、一切ありません。
●日本年金機構が、この件でお客様にＡＴＭの操作をお願いすることは一切ありません。
　ご自分の情報が流出しているのでは？など、ご心配の方は、下記専用電話窓口、または近くの年金事務所へご
相談ください。受付時間：午前8時30分～午後9時（平日及び土日）　※間違い電話にご注意ください。
問不正アクセス専用コールセンター ☎０１２０－８１８２１１（フリーダイヤル）
問米沢年金事務所 ☎２２ー４２２０
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夏本番！生ごみの
水きりにご協力ください！

　～可燃ごみの約半分が水分！
　　　水を焼却するために経費が掛かる？～
　千代田クリーンセンターで焼却される可燃ゴミの約
４７％が水分です。川西町から出る可燃ゴミ１年分に
すると、約１，６００ｔ（６コース、２５ｍプール約
４杯分）の水を焼却していることになり、多くの燃料
を無駄に消費しています。
　夏は他の月に比べ、ゴミの量・ゴミ含まれる水分も
増える傾向にあります。また、臭いも気になる季節で
す。生ごみを捨てる時は水切り袋等などを利用し「最
後にギューっとひと絞り」をお願いします。

★スイカやメロンなど水分の多いもの
は、細かくすることで水切りしやす
くなります。

★夏の強い日差しを利用し、天日に干す
と効果的です。

問町住民生活課 生活環境グループ ☎４２－６６１８

平成２８年度入学予定の就学時健康診断
についてお知らせします
　本町に住所のある平成２１年４月２日から平成２２
年４月１日生まれの就学児の方は、学校保健安全施行
令で就学時健診をうけることにが定められています。
　昨年度は入学予定の小学校で受けていただきました
が、今年度から下記の４か所で行います。
　詳しくは、実施する日程の約２・３週間前に文書で
連絡いたします。
学　校　名 実　施　場　所 日　程

中郡小学校
中郡小学校 ９月１８日㈮高山小学校

東沢小学校
小松小学校 小松小学校 １０月１６日㈮玉庭小学校
大塚小学校 大塚小学校 １０月３０日㈮犬川小学校
吉島小学校 吉島小学校 １０月３０日㈮

問町教育総務課 教育総務グループ ☎４２－６６５９

「地域公共交通網形成計画」の
策定にご協力ください
　このたび、山形鉄道フラワー長井線を中心に、地域
公共交通の現状と課題を整理し、これからも持続可能
な公共交通ネットワークを形成するため、沿線の 2市
2町を中心に、関係者の方々からご協力をいただき「山
形鉄道公共交通活性化協議会」を設立し、「地域公共
交通網形成計画」を策定することといたしました。
　今後は、町民の方から地域公共交通に関する「施策
アンケート」や「パブリックコメント」を実施するなど、
計画を策定するにあたっての御意見をお伺いしたいと
考えておりますので、ご協力よろしくお願いします。
　山形鉄道公共交通活性化協議会　会長　内谷重治
問町まちづくり課 地域づくり推進室 ☎４２－６６１３

コイヘルペスウイルス病まん延
防止について
　水温が高くなると、コイヘルペスウイルス病が発生
する可能性があります。まん延を防ぐため、コイの大
量死や異常を発見した場合には下記まで通報下さい。
　また、釣ったコイや飼育しているコイを、他の川や
池等に放流することは禁止されています。
　なお、コイヘルペスウイルス病は、コイ（マゴイ及
びニシキゴイ）特有の病気であり、コイ以外の生物や
人間には全く影響がありません。
問置賜総合支庁農業振興課　☎２６－６０５１
問山形県内水面水産試験場　☎３８－３２１４
問山形県水産課　☎０２３－６３０－３０７１

町営住宅入居者募集（１戸）
■ 募集住宅　町営東陽寺前住宅５号
　３ＬＤＫタイプ　（木造平屋建　８，６，８畳、ＤＫ）
■ 家　　賃　月額 13,300 円～ 26,100 円
　 　　　　　（世帯収入認定額により決定）
■ 入居資格　次のすべてに該当する方
　　　　　　（１）収入基準に適合すること
　　　　　　（２）現に住宅に困窮していること
　　　　　　（３）暴力団員でないこと
■ 募集期間　8 月 24 日㈪～ 28 日㈮
　 応募多数の場合は審査（約 2 週間）のうえ決定
■ 申込方法　申込書に記入し、必要書類添付し提出
問町地域整備課課 建設管理グループ ☎４２－６６４７

家庭教育電話相談「ふれあいホットライン」
　子育ての不安や悩みについて、相談員が応じます。
☎０２３－６３０－２８７６
　（県教育庁内）午前９時～午後４時１５分
　子どもからの直接の相談にも応じます。
問町まちづくり課 生涯学習グループ ☎４２－６６６８

全国一斉こころの健康相談統一ダイヤル
■ 受付期間　９月１０日㈭～１６日㈬
　　　　　　 午前９時～午後５時
　☎０５７０－０６４－５５６

「心の健康相談ダイヤル」
　☎０２３－６３１－７０６０
でも相談をお受けします。

（平日午前９時から正午、午後１時から５時まで）
問町健康福祉課 福祉グループ ☎４２－６６３５
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Ｈｅａｌｔｈ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

健康カレンダー 問町健康福祉課 健康推進グループ
☎４２－６６４０

各種検診（呼吸器・特定健診等）

〈受付時間〉午前７時３０分～９時
※詳細は個人通知書をご覧ください。
※特定健診等を受ける方は国民健康保険証が必要。

期　日 場　所
９月７日㈪ 東沢活性化センター
９月２８日㈪、
２９㈫、３０日㈬ 中郡地区交流センター瑞穂

母子健康手帳交付
〈期　　日〉９月１４日㈪、２８日㈪
〈受付時間〉午前 9 時～午後 4 時 30 分
〈場　　所〉川西町役場 健康福祉課
〈 持 ち 物 〉妊娠届出書
※ご都合がつかないときはご連絡ください。

９・１０か月児健康教室
〈期　　日〉９月１６日㈬
〈受付時間〉午後 1 時～ 1 時 15 分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈 対 象 者 〉平成２６年１１月～１２月生まれの幼児
〈 持 ち 物 〉母子健康手帳、タオル、おむつ

１歳６か月児健康診査
〈期　　日〉９月１８日㈮
〈受付時間〉午後 1 時～ 1 時 15 分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈 対 象 者 〉平成２６年１月～２月生まれの幼児
〈 持 ち 物 〉母子健康手帳、タオル、おむつ、問診票、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。
※対象者へ事前に問診票等郵送します。

献　　血
〈期　　日〉９月２４日㈭
〈献血時間〉午前９時～１１時
〈場　　所〉川西町中央公民館
〈 対 象 者 〉 １６～６９歳の健康な方
〈 持 ち 物 〉献血カード
〈その他〉４００ｍｌの献血のみになります。

子宮頸がん検診・乳がん検診
〈期　　日〉９月３日㈭、１８日㈮
〈受付時間〉午後１時～１時２０分
〈場　　所〉南陽検診センター
※詳細は個人通知書をご覧ください。

ママパパ教室
〈期　　日〉９月１５日㈫
〈受付時間〉午後 1時 15 分～ 1時 30 分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉初妊婦とその夫
〈申込方法〉９月８日㈫まで電話で申し込み
〈持 ち 物〉母子健康手帳、エプロン、バンダナ

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉９月１７日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対象者〉 〈受付時間〉
平成 25 年９月生まれの幼児 13:20 ～ 13:30
平成 26 年７月、平成 2 ５年３月
平成 24 年９月生まれの幼児ほか 13:30 ～ 14:00

妊婦及び夫 13:50 ～ 14:00
〈持 ち 物〉母子健康手帳、タオル、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。
※２歳のお子さんは、うがいや歯みがきの指導があ
りますので１時間程度かかります。

　８月生まれの方へ、
　子育て支援医療証を郵送します
１歳児から小学６年生までの、誕生日が８月２日から
９月１日の方に子育て支援医療証をお送りします。
■新しい医療証の有効期間
平成２７年９月１日～平成２８年８月３１日まで
※小学６年生は平成２８年３月３１日まで
これまでの医療証は、平成２７年８月３１日までご使
用いただけます。医療機関を受診する際は、医療証の
有効期間を確認してからご使用ください。
■郵送時期 ８月中旬ごろ※申請は必要ありません。
■健康保険証に変更がある場合は、届出が必要です
次のものをお持ちのうえ、窓口へお越しください。

（持ち物）お子さんの健康保険証、医療証、印鑑（認印）
※次に該当する方は、申請手続きが必要です
　平成２７年２月２８日以前に有効期限を迎えてから
更新手続きがお済みでない方は、窓口での申請が必要
です。
■申請に必要なもの
・お子さんの健康保険証、医療証、印鑑（認印）
・平成２７年１月１日に本町に住所がない方は、扶養
者の平成２６年分の所得額と控除額のわかる書類
※現在医療証をお持ちでない方は、下記までお問い合
わせください。
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４
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健康情報ひろば

地域包括支援センターだより
問町健康福祉課 介護支援グループ内 地

ちいきほうかつしえん
域包括支援センター☎４２－６６３８

いつまでも健やかに住み慣れた地域で生活していけるように、地域包括
支援センターを積極的にご活用ください。

～
介
護
認
定
の
申
請
・
相
談
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
～

もの忘れや認知症のご相談は地域包括支援センターへ

10 月から始まる認知症初期支援チームのお知らせ

介護者のつどい
期日：９月３０日㈬
会場：生きがい交流館（美女木）
時間：午前１０時～１１時３０分　
内容：茶話会
料金：無料

問地域包括支援センター☎４２－６６３８

西大塚カフェ
期日：８月２０日㈭　１０月１５日㈭
会場：ケアセンターとこしえ西大塚
時間：午後１時３０分～３時
内容：茶話会・体操
料金：無料

問ケアセンターとこしえ西大塚☎４２－３５５５

認知症の方を介護する家族支援
「介護者のつどい」＆「西大塚カフェ」のご案内

たとえば…
□　同じことを言ったり聞いたり　
□　物の名前が出てこない
□　置き忘れやしまい忘れが増えいつも探し物をしている
□　関心や興味がなくなってきた
□　だらしなくなった
□　日課をしなくなった
□　時間や場所の感覚が確かでなくなった
□　慣れた場所で道に迷った
□　財布や衣類など盗まれたと疑う
□　ささいなことで怒りっぽくなった
□　蛇口の閉め忘れ、鍋焦がしが見られる
□　夜中に起きだして騒ぐようになった
□　ひとりになることを怖がったり寂しがったりする
□「頭がおかしくなった」と本人が訴える
Ｑ 認知症初期集中支援チームってどんなチーム ?
Ａ 認知症の早期診断、早期対応を目的とし、専門医、
保健師または看護師、社会福祉士または介護福祉士な
どの多職種の医療と福祉の専門スタッフで構成された
専門職のチームです。

心あたりがあり、困っていたり心配な場合は、
ひとりで悩まずに、早めにご相談ください

支援の流れ
　　認知症が気になったら…

①地域包括支援センターへ相談

②初回訪問
　（看護士、精神保健福祉士等２名が
　訪問します。）

③認知症初期集中支援チーム会議

④必要な支援（訪問）の実施
　（かかりつけ医などから助言、指導）

⑤認知症初期集中支援チーム員会議

⑥ケアマネージャーなどへの引き継ぎ

▼

▼

▼

▼

▼
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　介護が必要となった主な原因として「認知症」が、女性は 1位で 31.2％、男性は 2位で 15.4％となっています。
（H25年度川西町介護保険事業実績　新規認定申請）

　認知症は誰にも起こりうる脳の病気によるもので、85歳以上では4人に１人がその症状があるといわれています。

　元気で長生きするためには、若いころから認知症予防に取り組むことが大切です。
　高血圧や糖尿病などにより動脈硬化が進行すると脳の血流量が低下し認知症になる危険性が高まります。定期健
診を受け必要な場合は適切な治療を受けましょう。また、認知症の発症は生活習慣と大きな関係があります。良い
生活習慣を続ければ、認知症を予防したり、発症を遅らせたりすることができます。特に適切な「運動」「食生活」
「睡眠」は認知症予防に効果的です。

認知症は特別な人がかかるの？

～健康かわにし２１計画（第２次）推進中～

　認知症を予防し、 元気で長生き！！

Ｈｅａｌｔｈ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

はじめよう、わたしの認知症予防生活

できることから取り組んでみましょう！
～運　動～　◆軽い運動に取り組みましょう
　（少なくても 2日に１度、20～ 60分程度のウォーキングや水泳、
　自転車などの有酸素運動を。ひざや腰を守ってよく動こう。）　　　　　
～食生活～　◆青背の魚、緑黄色野菜を心がけて食べましょう
　　　　　　◆水分補給を忘れずに（１日 1～１. ５リットルを目安に）
　　　　　　◆アルコールを飲むなら１合程度に（飲みすぎは認知症を招きます）
～生活リズム～　◆朝起きたら朝日を浴びましょう
　　　　　　　　◆食事の時間は規則的に
　　　　　　　　◆短時間の昼寝も有効です（午後１～ 3時に 30分以内が目安）
　　　　　　　　◆外出の機会をつくりましょう
～前向き思考～　◆知的活動（新聞・本から新しい情報を得る、楽器演奏、ゲーム、日記をつける、芸術鑑賞等）
　　　　　　　　　や、人との交流（地域活動や趣味のサークル、ボランティア活動等に参加）で脳を活性化
　　　　　　　　　しましょう

多少もの忘れ
があっても前
向きに！

介護予防教室「すこやか塾」
参加者募集！
■ 対象者　６５才以上の方
■ 期　日　９月１日㈫　午前１０時～１１時３０分
■ 内　容　「懐かしきメロディーを楽しもう」
　　　　　 講師　Ｊａｍ　Ｃｒｅｗ（ジャム　クルー）
　　　　　 武者　幸恵　氏　　片倉　尚　氏
■ 会　場　ライブスペースＪａｍ（希望者に送迎あり）
■ 締　切　８月２１日㈮
　電話にて担当まで申し込みください。なお申込多数の
場合、初回参加者を優先させていただきます。
申込後、参加決定の通知を郵送いたします。
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－６６４０

定員
３0名

母子家庭等地域生活支援事業（特別相談）
について
　町内在住の方で、DV の被害にあわれている方、ま
たはその家族の方、離婚後の生活資金や就職先などに
ついて悩みをお持ちの方などを対象とした弁護士無料
相談を行います。
■ 日　時　9 月 17 日㈭　
　　　　　 午後１時３０分～３時３０分まで　
■ 場　所　町役場会議室（旧電算室）
■ 対象者　町内に在住する方（１人３０分程度）
■ 申　込　不要
　家族や生活のことでお悩みがある方は、この機会に
相談してみませんか。お気軽にお越しください。
問町健康福祉課 福祉グループ ☎４２－６６３５

問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－６６４０

いきいき
元気！
～Ｎｏ４～

くよくよしすぎ
ると認知症にな
りやすいって！
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町
長

　原

　田

　俊

　二

協
働
か
ら
共
創
へ

　「感
動
連
発
」
の
夏
祭
り
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
家
族
が
そ
ろ
い
皆
さ
ん

良
い
お
盆
を
お
迎
え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
年

は
戦
後
七
十
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
先
の
大

戦
に
お
い
て
本
町
出
身
者
九
百
二
十
七
名(

満
州

事
変
を
含
む
）
が
祖
国
や
家
族
の
安
寧
を
願
い
な

が
ら
戦
没
さ
れ
ま
し
た
。
言
葉
に
表
す
こ
と
の
で

き
な
い
数
多
く
の
犠
牲
の
上
に
、
今
日
の
平
和
な

日
本
が
築
か
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
心
静
か
に
ご
冥

福
を
祈
り
、
不
戦
の
誓
い
を
新
た
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

　さ
て
先
月
か
ら
各
地
区
に
出
向
き
総
合
計
画
や

地
方
創
生
に
対
し
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
町
か
ら
現
状
の
課
題
を
踏
ま
え
ま
ち
づ
く
り

の
テ
ー
マ
「
夢
と
愛
を
未
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
」
と

三
つ
の
基
本
目
標
「
集
ま
る
ま
ち
・
楽
し
い
ま

ち
・
挑
戦
す
る
ま
ち
」
を
推
進
す
る
十
五
本
の
矢

を
説
明
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
肉
付
け
は
こ
れ
か

ら
に
な
り
ま
す
が
、
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見

を
し
っ
か
り
生
か
し
て
い
き
ま
す
。 

　今
年
度
終
了
す
る
第
四
次
総
合
計
画
で
は
、「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
と
し

て
進
め
て
き
ま
し
た
。
当
初
は
意
味
が
理
解
で
き

な
い
と
の
声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
十
年
が
経

過
し
町
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
役
場
が
連
携
し

て
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り
は
大
き
な
成
果
を
生
み

出
し
て
い
ま
す
。
七
地
区
と
も
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域

の
将
来
を
見
据
え
事
業
を
展
開
し
、
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。
次
の
課
題
は
事
業
を
継
続
す
る
た

め
、
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
人
材
の
育
成
支
援
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。 

　第
五
次
計
画
で
は
「
協
働
か
ら
共
創
の
ま
ち
づ

く
り
」
へ
発
展
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
人

口
減
少
や
高
齢
化
が
進
ん
で
も
元
気
な
町
を
創
る

に
は
、
老
若
男
女
す
べ
て
の
町
民
が
共
に
能
力
を

発
揮
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
協
力
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
子
供
た
ち
が
参
加
す
る
活
動
は
町
を

元
気
に
し
ま
す
。
地
方
創
生
に
は
教
育
力
が
大
事

で
、
置
農
と
一
層
連
携
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
若
い
お
母
さ
ん
が
も
う
一
人
子
供

を
産
も
う
と
思
う
の
は
、
困
っ
た
と
き
に
支
え
て

く
れ
る
地
域
の
支
え
合
い
だ
そ
う
で
す
。
一
方
、

地
域
が
元
気
に
な
る
に
は
経
済
的
裏
付
け
が
必
要

で
す
。
あ
る
商
店
街
で
は
、
ブ
ド
ウ
ジ
ュ
ー
ス
か

ら
ワ
イ
ン
を
仕
込
み
そ
の
収
益
で
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
推
進
す
る
な
ど
全
国
に
は
様
々
な
実
践
が
あ

り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
地
域
の
宝
を
活

用
し
、
ぜ
ひ
来
春
オ
ー
プ
ン
す
る
森
の
マ
ル
シ
ェ

で
稼
ぎ
ま
し
ょ
う
。 

　参
加
者
か
ら
「
何
で
も
良
い
か
ら
日
本
一
を
目

指
し
て
は
」
と
提
言
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
ん
な

高
い
志
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
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芸
術
文
化
祭
　
　
　
　
　
　

「
町
民
写
真
展
」
作
品
募
集

▼
参
加
資
格
：
町
内
在
住
ま
た
は

町
内
勤
務
の
方

▼
題
材
：
自
由
（
未
発
表
の
作
品
）

▼
出
品
点
数
：
１
人
２
点
以
内

▼
出
品
方
法
：
出
品
票
に
住
所
・
氏

名
・
題
名
・
取
扱
写
真
展
を
記
入

し
、
写
真
裏
に
記
入

▼
サ
イ
ズ
等
：
四
つ
切
、
ワ
イ
ド

四
つ
切
の
単
写
真
に
限
る
。
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
の
撮
影
し
た

写
真
も
可
。

▼
応
募
先
：
町
内
写
真
店
ま
た
は

芸
術
文
化
協
会
事
務
局
（
フ
レ

ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

▼
応
募
締
切
：
10
月
25
日
㈰
必
着

※
芸
術
文
化
祭
は
11
月
２
日
㈪
、

３
日
㈷
開
催
予
定
。

問
佐
藤
ス
タ
ジ
オ

☎
42

－

３
０
６
１

チ
ェ
リ
ア
塾
基
本
コ
ー
ス
　
　

in
置
賜

　
男
女
共
同
参
画
の
基
本
を
学

び
、
問
題
解
決
に
向
け
て
行
動
す

る
力
が
身
に
つ
く
女
性
リ
ー
ダ
ー

育
成
講
座
で
す
。

　
参
加
者
同
士
や
講
師
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
学
び

合
い
、仲
間
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

▼
対
象
：
地
域
で
活
動
し
て
い
る
、

ま
た
は
こ
れ
か
ら
し
た
い
女
性

▼
定
員
：
25
名

▼
託
児
：
あ
り
（
無
料
・
要
申
込
）

▼
参
加
料
：
３
０
０
０
円

▼
会
場
：
米
沢
市
松
川
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
日
時
：
9
月
26
日
㈯
、
10
月
10

日
㈯
、
24
日
㈯
、
11
月
7
日
㈯
、

22
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
3
時

▼
締
切
：
９
月
16
日
㈬

▼
申
込
先
・
問
山
形
県
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
チ
ェ
リ
ア

☎
０
２
３

－

６
２
９

－

７
７
５
１

チ
ェ
リ
ア
塾
専
門
コ
ー
ス
（
地

域
リ
ー
ダ
ー
育
成
）

　
地
域
で
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
社

会
の
課
題
を
と
ら
え
、
問
題
解
決

に
向
け
て
行
動
で
き
る
女
性
リ
ー

ダ
ー
を
育
成
し
ま
す
。

▼
対
象
：
チ
ェ
リ
ア
基
本
塾
受
講

済
も
し
く
は
男
女
共
同
参
画
に

興
味
の
あ
る
女
性

▼
定
員
：
25
名

▼
託
児
：
あ
り
（
無
料
・
要
申
込
）

▼
参
加
料
：
３
０
０
０
円

▼
会
場
：
山
形
県
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
チ
ェ
リ
ア（
遊
学
館
）

▼
日
時
：
9
月
19
日
㈯
、
10
月
３

日
㈯
、
17
日
㈯
、
11
月
３
日
㈫
、

午
前
10
時
～
午
後
3
時

▼
締
切
：
９
月
11
日
㈮

▼
申
込
先
・
問
山
形
県
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
チ
ェ
リ
ア

☎
０
２
３

－

６
２
９

－

７
７
５
１

オ
ー
ル
や
ま
が
た
２
０
１
６
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
学
生
就
職
面
接
会

▼
開
催
日
時
：
９
月
４
日
㈮

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

　（
正
午
受
付
開
始
）

▼
会
場
：
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

▼
対
象
：
平
成
28
年
3
月
に
卒
業

予
定
の
学
生
（
卒
業
後
3
年
以

内
の
既
卒
者
を
含
む
）

▼
内
容
：
企
業
ご
と
に
設
置
さ
れ

た
ブ
ー
ス
で
、
個
別
面
接
が
で

き
ま
す
。
参
加
企
業
は
山
形
県

に
本
社
又
は
就
業
場
所
を
有
す

る
企
業
１
０
０
社
程
度
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

問
山
形
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
安

　
定
課

☎
０
２
３

－

６
２
６

－

６
１
０
９

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
沢
　
　
　
　
　

☎
０
２
３
８

－

22

－

８
１
５
５

問
県
商
工
労
働
観
光
部
雇
用
対
策
課

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
３
７
７

や
ま
が
た
出
会
い
　
　
　
　
　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
県
、
市
町
村
、
商
工
団
体
等
で

運
営
し
て
い
る
「
や
ま
が
た
出
会

い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、

結
婚
を
希
望
す
る
独
身
者
を
応
援

す
る
た
め
、
１
対
１
の
お
見
合
い

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
ま
す
。

　
20
歳
以
上
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
使
い
の
方
な

ら
、
ど
な
た
で
も
登
録
い
た
だ
け

ま
す
。（
登
録
料
１
万
円
、
登
録

期
間
３
年
）

　「
本
気
で
結
婚
を
考
え
て
い
る

方
」「
な
か
な
か
出
会
い
の
機
会

が
な
い
」
方
、
ま
ず
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
出
会
い
支
援
サ
ー
ビ
ス
山
形
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
３

－

６
８
７

－

１
９
７
２

　
月
・
火
・
土
・
日
：

　
　
午
前
10
時
～
午
後
5
時

　
水
：
正
午
～
午
後
7
時

問
出
会
い
支
援
サ
ー
ビ
ス
庄
内
支

　
所

☎
０
２
３
５

－

64

－

８
８
９
５

月
・
火
・
土
・
日
：

　
午
前
10
時
～
午
後
5
時

水
：
午
前
11
時
～
午
後
6
時

平
成
27
年
度
消
防
設
備
士
　
　

講
習
の
実
施

▼
対
象
者
：

相

　談

募

　集

(1)
消
防
設
備
士
免
状
の
交
付
を
受

け
た
日
以
降
の
最
初
の
4
月
1

日
か
ら
2
年
以
内
の
方

(2)
前
回
の
講
習
を
受
け
た
日
以
降

の
最
初
の
4
月
1
日
か
ら
5
年

以
内
の
方

(3)
右
記
以
外
で
受
講
義
務
の
あ
る

方
▼
講
習
期
日
及
び
開
催
地

▼
受
付
期
間
：
8
月
24
日
㈪
～

　
9
月
4
日
㈮

▼
受
講
方
法
：
申
請
書
を
下
記
問

合
せ
先
ま
で
提
出

▼
申
請
書
入
手
先
：
県
庁
危
機
管

理
課
、
総
合
支
庁
総
務
課
、
各

消
防
本
部
、
県
消
防
設
備
協
会

問
一
般
社
団
法
人
山
形
県
消
防
設

備
協
会
（
山
形
市
鉄
砲
町
2

－

講習区分 日程 会場

警報設備講習 10 月 9 日㈮ 山形県消防学校
10 月 20 日㈫

山形ビッグウイング消火設備講習 10 月 21 日㈬
避難設備・
消火器講習

10 月 22 日㈭
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19

－

68
）

☎
０
２
３

－

６
２
９

－

８
４
７
７

危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
試
験
種
類
：
甲
種
、
乙
種

　（
全
種
）、
丙
種

○
第
６
回

▼
試
験
日
：
10
月
17
日
㈯
午
前
中

▼
試
験
会
場
：
米
沢
市

▼
受
付
期
間
：
8
月
31
日
㈪
～

　
9
月
9
日
㈬

○
第
7
回

▼
試
験
日
：
10
月
24
日
㈯
午
前
中

▼
試
験
会
場
：
長
井
市

▼
受
付
期
間
：
９
月
７
日
㈪
～

　
9
月
16
日
㈬

○
試
験
準
備
講
習
会

▼
期
日
①
乙
種
4
類
：
10
月
1
日

㈭
、
2
日
㈮

②
丙
種
：
10
月
1
日
㈭

▼
試
験
会
場
及
び
定
員

①
乙
種
４
類
：
長
井
市
置
賜
生
涯

学
習
プ
ラ
ザ
（
定
員
80
名
）

②
丙
種
：
長
井
市
置
賜
生
涯
学
習

プ
ラ
ザ
（
定
員
20
名
）

▼
受
付
期
間
：
8
月
17
日
㈪
～

　
9
月
16
日
㈬

　（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

問
川
西
町
危
険
物
安
全
協
会
事
務

　
局
（
川
西
消
防
署
内
）

☎
42

－
３
７
０
０

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

職
員
採
用
試
験
の
ご
案
内

▼
試
験
区
分
・
採
用
人
数
：
①
初

級
機
械
・
若
干
名
　
②
初
級
電

気
・
若
干
名
　
③
消
防
士
・
５

名
程
度

▼
受
験
資
格
：
①
②
平
成
３
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

　
③
ア
）
昭
和
61
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

　
イ
）
採
用
後
に
米
沢
市
、
南
陽

市
、
高
畠
町
及
び
川
西
町
に
居

住
で
き
る
人

　
ウ
）普
通
自
動
車
運
転
免
許（
Ａ

Ｔ
車
限
定
を
除
く
）
を
有
す
る

人
又
は
取
得
見
込
み
の
人

▼
第
１
次
試
験
日
：
10
月
18
日
㈰

▼
会
場
：
置
賜
広
域
行
政
事
務
組

合
千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

※
消
防
士
の
体
力
試
験
は
19
日
㈪

米
沢
市
営
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

▼
採
用
予
定
日
：
平
成
28
年
４
月

１
日

▼
受
付
期
間
：
８
月
24
日
㈪
～
　

９
月
18
日
㈮

▼
受
験
申
込
書
の
交
付
場
所
：

　
○
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
事

務
局
総
務
課
、
消
防
本
部
及
び

各
消
防
署
／
○
置
賜
地
域
の
市

役
所
及
び
町
役
場
の
企
画
担
当

課
／
○
本
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

(h
ttp

://w
w

w
.ok

ik
ou

.
or.jp/toppage.htm

)

▼
申
込
先
・
問
置
賜
広
域
行
政
事

　
務
組
合
事
務
局
総
務
課

☎
０
２
３
８

－

23

－
３
２
４
６

日
本
赤
十
字
社
職
員
採
用
試
験

▼
募
集
職
種
：
一
般
事
務
職
及
び

看
護
師
職

▼
採
用
予
定
人
員
：
若
干
名

▼
応
募
方
法
：
募
集
要
項
詳
細
は
、

当
社
山
形
県
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
願
い
ま
す
。

▼
募
集
期
間
：
８
月
24
日
㈪
～
　

９
月
10
日
㈭（
当
日
消
印
有
効
）

問
日
本
赤
十
字
社
山
形
県
支
部 

　
総
務
課
（
岡
崎
・
長
井
）

☎
０
２
３

－

６
４
１

－

１
３
５
３

自
衛
官
等
募
集
の
お
知
ら
せ

▼
募
集
種
目
：
①
自
衛
官
候
補
生
・

　
一
般
曹
候
補
生
②
航
空
学
生

▼
応
募
資
格
：

①
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女
　

　（
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
）

②
高
卒
以
上
で
18
歳
以
上
21
歳
未

　
満
の
男
女
（
平
成
28
年
４
月
１

　
日
現
在
）

▼
受
付
期
間
：
８
月
１
日
㈯
～

　
９
月
８
日
㈫
ま
で

▼
試
験
日
：
受
付
時
に
通
知
。

▼
採
用
説
明
会
：
８
月
22
日
㈯

　
午
前
10
時
か
ら
12
時

▼
会
場
：
中
央
公
民
館
　
　

（
２
０
１
号
室
）

問
自
衛
隊
米
沢
地
域
事
務
所

（
米
沢
市
金
池
３
丁
目
１

－

39

　
米
沢
地
方
合
同
庁
舎
4
階
）

☎
０
２
３
８

－

23

－

０
０
１
１

と
こ
し
え
秋
祭
り

▼
日
時
：
９
月
12
日
㈯ 

　
午
後
１
時
～
3
時

▼
場
所
：
と
こ
し
え
西
大
塚

▼
内
容
：
芋
煮
会
、
ゲ
ー
ム
大
会

問
と
こ
し
え
西
大
塚

☎
42

－

３
５
５
５

第
2
回
高
徳
寺
合
掌
祭

▼
開
催
日
時
：
９
月
19
日
㈯

　
午
前
10
時
～
受
付

▼
会
場
：
高
徳
寺
本
堂

▼
参
加
費
：
大
人
３
０
０
円

　
　
　
　
　
子
供
１
０
０
円

問
高
徳
寺
合
掌
祭
実
行
委
員
会

☎
42

－

２
８
５
９

小
松
地
区
夏
ま
つ
り
　
　

お
ま
つ
り
広
場
の
開
催

▼
日
時
：
8
月
26
日
㈬

　
午
後
６
時
30
分
～

▼
場
所
：
中
央
公
民
館
前
駐
車
場

（
雨
天
時
：
同
大
ホ
ー
ル
）

問
小
松
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
ま
ん

ま
る
　
☎
42

－

６
６
８
１

広
告

広
告

催
し

採
用
関
係
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フレンドリー
プラザ

開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 20：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 18：00 
■は休館日
※但し、8 月 23 日㈰までは
　午前 9 時開館です。

町立図書館・遅筆堂文庫 こどもの本

おとなの本
『追いつめる親「あなたのため」は呪いの言葉』
　　　おおたとしまさ著　　毎日新聞出版社刊

●９月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

『これってどうちがうの！？』
　　　　　　　深谷圭助監修　フレーベル館刊　

　「あなたのため」という大義名分のもとに、親がわが子に
行う過剰なしつけや教育。それによって、追いつめられた子
が起こす事件は大きく報道され世間を賑わしています。しか
し、追いつめられた子が自殺した場合には、自殺件数の一つ
として記録されるだけに終わってしまうのが現状です。「教
育虐待」が、子どもの成長にどのように影響を与えるのか、
考えさせられる一冊です。

　ビスケットとクッキー、事典と辞典
などにているのに呼び方が違うものが
たくさんあります。どこが違うのかを

「身近なもの」、「社会のなか」、「自然
や科学」の三つに分けて解説していま
す。　

●遅筆堂文庫読書会
 9 月 13 日（日）午後 2 時～　

●おはなし会
９月１２日㈯ 11：00 ～ 11：30　
おはなし会きらきらさんの紙芝居と読み聞かせ

【開演日時】第１部　8 月 28 日㈮　午後６時３０分
　　　　　 第２部　8 月 29 日㈯　午後３時３０分

【会　　場】フレンドリープラザ ･ ロビー
【料　　金】入場無料

■第１７回フレンドリークリニック 2015 
受講生修了コンサート

　日本トップクラスの
講師陣に集中してレッ
スンを受けられるフレ
ンドリークリニック。
全国から川西に集まっ
た受講生たちが講師と
共演してその成果を披
露します。

●井上ひさし展示室
「國語元年」著作資料展　9 月 8 日㈫～
方言資料を中心に展示します。

１０
１０ ㊏

標準語で女が口説けるか。
方言で強盗にはいれるか。
　日本語の根幹を揺さぶる
爆笑喜劇が 10 年ぶりにプ
ラザに登場します。
・作　 井上ひさし
・演出 栗山民也
・出演 八嶋智人、朝海ひ
　かる、竹内都子、久保酎
　吉、那須佐代子ほか

■柳家三三 独演会
■三遊亭兼好 落語会

■柳家三三 独演会
【開 演】9 月 5 日㈯　午後 7 時
【料 金】一　　  般　3,000 円　
　　　  PLA's 会員　2,800 円　
　　　  高校生以下　1,500 円
　　　（当日は 200 円増）　

■こまつ座第 111 回公演
　『國語元年』　川西公演

【開 演】10 月 10 日㈯　午後 2 時
【会 場】フレンドリープラザ ･ ホール
【料 金】一　　 　 般　6,300 円
　　　  PLA's 会　員　6,000 円
　　　  青少年育成席　1,000 円
※青少年育成席はチケット引換券を販売、 当日総合
　受付にて指定席と交換いたします。
　（100 席限定・要年齢確認資料）

■三遊亭兼好 落語会
【開 演】10 月 17 日㈯　午後 2 時
【料 金】一　　  般　2,500 円　当日 2,800 円
　　　  PLA's 会員　2,200 円　当日 2,500 円
　　　  高校生以下　1,500 円

全席
指定

▲柳家三三
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…７月分届出…
　　　　８人

　　　　  　１８人

080—6008—8330
080—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

８月の町税等 川西町の人口

８・９月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先
健 康 相 談
（こころ・ひきこもりの健康相談）

９月１４日㈪・２８日㈪
午前９時～午後４時 30分 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０
特設人権相談 ９月２日㈬

午後１時３０分～４時
健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１５

弁護士
消費生活相談

９月９日㈬
午後２時～４時

町役場会議室
（電算室）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

行政相談 ９月１６日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１6

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

無料法律相談 毎週月曜日
午前９時～午後５時

山形県高齢者総合
相談センター

山形県高齢者総合相談センター
☎０２３－６２２－６５１１

９月

16,229 人（－ 17）
男　　　7,942 人（－ 6）
女　　　8,287 人（－ 11）
世帯数　5,173 世帯 ( － 5)

※７月末日現在の住民基本台帳人口

氏名 年齢 大字
阪野　吉平 80 時　田
松浦　昭吉 ８５ 下奥田
今野せ　子 ８４ 中小松
鈴木　スエ ８９ 下奥田
荒井　文子 ８０ 小　松
市川チヨノ ９５ 洲　島
牛谷孝太郎 ７８ 大　塚
市川　米雄 ７６ 洲　島
歌川　政美 ８８ 玉　庭
梅津小兵衛 ８９ 西大塚
大友みよ子 ７９ 尾長島
坂野　トミ ８９ 時　田
近野　孝一 ７７ 洲　島
舩山　りん ８９ 小　松
今野　昭子 ８０ 洲　島
後藤富美子 ８５ 大　塚
佐藤　靜男 ８４ 尾長島
安部　金藏 ９４ 時　田

◆登録用メールアドレス・ＱＲコード
【bosai-touroku
@town.kawanishi.yamagata.jp】

◆登録解除用メールアドレス・ＱＲコード
【bosai-taikai
@town.kawanishi .yamagata.jp】

災害情報を配信する「登録制メール」をご活用ください

　　　　５組
新郎　　　　　　　新婦 大字

渡部　智樹 ♥ 松浦愛沙美 下小松
遠藤　孝徳 ♥ 佐藤安寿香 東大塚
大竹　龍志 ♥ 遠藤　　楓 上小松
髙橋　利騎 ♥ 鈴木　佑梨 下奥田

　堀　　直人 ♥ 安孫子侑里子 高　山

●町・県民税（２期）
●国民健康保険税（２期）
●介護保険料（２期）
●後期高齢者医療保険料（２期）
●上下水道使用料（７月使用分）
口座振替日　８月２８日㊎
納付期限　　８月３１日㊊

※「よろこび かなしみ」の掲載につ
いては、掲載希望をいただいた方の
み掲載をいたしております。

氏名 性別 保護者 大字

伊藤　日
ひさき
咲 女 克憲・絵梨子高　山

富安　夏
かりん
鈴 女 博之・ 彩 時　田

安部ひまり 女 健太郎・ 舞子 西大塚
島津　花

は な
菜 女 友幸・ 美沙 吉　田

笹木　樹
じゅな
夏 男 博樹・ 絢子 尾長島

保科　夏
なつき
葵 女 貴大・ 恵美 大　塚

綿引　優
ゆうしん
心 男 彰吾・ 香理 上小松

洞内　蓮
れんと
斗 男 清志・ 麻耶 上小松

期　間 当番店（社） 電話番号

8月17日～２３日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

8月２４日～３０日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

８月３1日～９月６日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業 (株 ) ☎４２－４１１１

９月７日～１３日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
鹿間工務店 ☎４２－３９８７

９月１４日～２０日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

お詫びと訂正
　町報 7月号のおくやみ欄の名前が
誤って記載されました。お詫びして
訂正いたします。
誤：伊藤まき　正：伊藤まさ
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豆腐とオクラの味噌汁
✿ 材料　＜４人分＞
○絹豆腐　　　　   　　　
○オクラ　　　  
○昆布（５×５）　　　　
○かつお節　　　
○みそ　　　    　　　 
✿ 作り方
①　鍋に水４カップを入れ、昆布を入れて３０分
　くらいおく。
②　①に火をつける。中火でゆっくり煮て、沸騰
　する前に昆布を取り出し、かつお節を入れ、一
　煮立ちしたら火を止める。かつお節が鍋底に沈
　んだら網じゃくしで取る。
③　オクラはヘタを切り小口切りにする。
④　豆腐を切る。
⑤　豆腐とオクラを②に入れ、火を通す。
⑥　みそを入れたボールに出汁を加え、箸でまぜ
　ながら溶かし、⑤に入れ一煮立ちさせる。

食育
推進

　７月１９日、５歳児から小学３年生を対象とした
「かわにしまち　キッズキッチン」を開催しました。
NPO法人食育ママ　加藤弥栄子氏らの指導の下、
保護者の手を借りず、最初から最後まで子どもたち
だけで調理をおこないました。この日は、煮魚、酢
の物、味噌汁など和食を調理し、「ひとりでできた！」
という達成感は大きな自信に繋がった様です。自分
で作った料理はおいしさも格別だったようで、あっ
という間に完食となりました。

✿ 料 理 か ら い ろ ん な こ と を 学 び ま す

      ★ 料 理 の 方 法 、 器 具 の 使 い 方
      ★ 食 材 が 料 理 に な る ま で の 変 化
      ★ 命 の 大 切 さ や 感 謝 の 気 持 ち
      ★ 周 り と 協 力 す る こ と
      ★ 自 分 で 作 り 上 げ る 達 成 感

子どもの生きる力
を育てよう！！Interviewer

佐々木　哲
て つ や

也さん
　　　　　　（上奥田）

▼これまでの歩み： 佐々木
家は、水稲のほか、そば
牧草、アスパラガスを栽培しています。
　全ての作物を、家族で協力して栽培しているそう　
ですが、哲也さんは主にアスパラガスの栽培を行っ　
ています。

▼農業に従事するきっかけ：哲也さんは、佐々木家の
長男であるため、「いつかは農業を継ぐ」ということ
を考えていたそうです。
　そのため、約 5 年前に飯豊町の後藤農場を訪れて、
農業の研修を受けることとしました。品目については、
米がなかなか高く売れていないということを踏まえ、
アスパラガスの研修を約 2 年間受け、3 年前に本格的
に就農しました。

▼農業の面白さ、難しさ：本格的に就農して今年で 3
年目ということもあり、毎日わからないことだらけで、
まだまだ勉強不足です、と、哲也さんは控えめに答え
てくださいました。
　農業を始めたばかりなので作物の栽培については、
毎日教わりながらやっていて、今は、米とアスパラガ
スを中心にしていますが、それぞれの作物毎に魅力が
あると話してくださいました。

▼青年部活動：哲也さんはＪＡ山形おきたま川西地区
青年部で、東沢地区の支部長を務めています。

　青年部の活動として、最近農食教育の一環として、
東沢小学校の児童と一緒にそばの播種を行ったそうで
す。秋になると、また小学生と一緒にそばを刈り、み
んなで実際に食べてみるそうです。

　そいういったイベントなどを企画するのも、もちろ
ん青年部の仕事です。企画立案は、小学校やほかのさ
まざまな団体などと調整が必要で大変だということで
したが、その企画をするための集まりや、さまざまな
イベントで青年部同士の交流がたくさんあることが青
年部のいいところだと教えてくださいました。

▼最後に：今後の抱負を伺うと、
規模拡大や、新規作物挑戦という
よりは、まずは今の規模の作物の
栽培をしっかりこなしたい。
　そして、最近は米の価格がなか
なか上がらないが野菜は高い。そ
のことを踏まえて計画していきたいと話していた哲也
さん。堅実に将来のことを見据えている方でした。大

◆ シ リ ー ズ 3  ～ 農 業 編 ～
明日へのバトン
みらい

ＪＡ青年部での交流が楽しい

料理という五感体験をとおして

紅大豆の豆腐を
手の平の上で切
りました

当日は、出汁を取

ることから味噌汁

を作りました。
１／２丁
４本
１枚
１カップ
５０ｇ


